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公益社団法人和歌山県看護協会の基本理念 

ⅠⅠ  使使    命命  

人々の人間としての尊厳を維持し、健康で幸福でありたいという普遍的なニーズ

に応え、人々の健康な生活の実現に貢献する。そのため、 

一 教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図る 

一 看護職が生涯を通して安心して働き続けられる環境づくりを推進する 

一 人々のニーズに応える看護領域の開発・展開を図る 

 

ⅡⅡ  活活動動理理念念  

 一 看護職の力を変革に向けて結集する 

 一 自律的に行動し協働する 

 一 専門性を探求し新たな価値を創造する 

 

ⅢⅢ  基基本本戦戦略略  

 看護の質の向上、看護職が働き続けられる環境づくり、看護領域の開発・展開の

３つの使命に基づく事業領域において、政策形成、自主規制、支援事業、開発・経

営、広報、社会貢献の６つの実現手法を用いて、県民の健康な生活の実現を図るも

のである。 



 

前　　　　　文

人々は、人間としての尊厳を保持し、健康で幸福であることを願っている。看護は、このよう
な人間の普遍的なニーズに応え、人々の生涯にわたり健康な生活の実現に貢献することを使命と
している。
看護は、あらゆる年代の個人、家族、集団、地域社会を対象としている。さらに、健康の保持

増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を行い、生涯を通して最期まで、その人らしく人生
を全うできるようその人のもつ力に働きかけながら支援することを目的としている。
看護職は、免許によって看護を実践する権限を与えられた者である。看護の実践にあたっては、

人々の生きる権利、尊厳を保持される権利、敬意のこもった看護を受ける権利、平等な看護を受
ける権利などの人権を尊重することが求められる。同時に、専門職としての誇りと自覚をもって
看護を実践する。
日本看護協会の『看護職の倫理綱領』は、あらゆる場で実践を行う看護職を対象とした行動指

針であり、自己の実践を振り返る際の基盤を提供するものである。また、看護の実践について専
門職として引き受ける責任の範囲を、社会に対して明示するものである。

本　　　　　文

１　看護職は、人間の生命、人間としての尊厳及び権利を尊重する。
すべての人々は、その国籍、人種、民族、宗教、信条、年齢、性的指向、性自認、社会的地位、

経済的状態、ライフスタイル、健康問題の性質によって制約をうけることなく、到達可能な最高
水準の健康を享受するという権利を有している。看護職は、あらゆる場において、人々の健康と
生活を支援する専門職であり、常に高い倫理観をもって、人間の生命と尊厳及び権利を尊重し行
動する。
看護職は、いかなる場でも人間の生命、人間としての尊厳及び権利を尊重し、常に温かな人間

的配慮をもってその人らしい健康な生活の実現に貢献するよう努める。

２　看護職は、対象となる人々に平等に看護を提供する。
看護における平等とは、単に等しく同じ看護を提供することではなく、その人の個別的特性や

ニーズに応じた看護を提供することである。社会の変化とともに健康や生き方への意識も変化し、
人々の看護へのニーズは多様化・複雑化している。人々の多様で複雑なニーズに対応するため、 
看護職は豊かな感性をもって健康問題の性質や人々を取り巻く環境等に応じた看護を提供し、
人々の健康と幸福を寄与するよう努める。
また、看護職は、個人の習慣、態度、文化的背景、思想についてもこれを尊重し、受けとめる

姿勢をもって対応する。

３　看護職は、対象のなる人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて看護を提供する。
看護は、高度な知識や技術のみならず、対象となる人々との間に築かれる信頼関係を基盤とし

て成立する。

2021年　日本看護協会

看護職の倫理綱領



 
よりよい健康のために看護職が人々と協調すること、信頼に誠実に答えること、自らの実践に

ついて十分な説明を行い理解と同意を得ること、実施結果に責任を持つことを通して、信頼関係
を築き発展させるよう努める。
また、看護職は自己の実施する看護が専門職としての支援であることを自覚し、支援上の関係

を越えた個人的関係に発展するような行動はとらない。
さらに、看護職は対象となる人々に保健・医療・福祉が提供される過程においては、対象とな

る人々の考えや意向が反映されるように、積極的な参加を促す。また、人々の顕在的潜在的能力
に着目し、その能力を最大限生かすことができるよう支援する。

４　看護職は、人々の権利を尊重し、人々が自らの意向や価値観にそった選択ができるよう支援
する。

人々は、知る権利及び自己決定の権利を有している。看護職は、これらの権利を尊重し、十分
な情報を提供したうえで、保健・医療・福祉、生き方などに対する一人ひとりの価値観や意向を
尊重した意思決定を支援する。意思決定支援においては、情報を提供・共有し、その人にとって
最善の選択について合意形成するまでのプロセスをともに歩む姿勢で臨む。
保健・医療・福祉においては、十分な情報に基づいて自分自身で選択する場合だけでなく、知

らないでいるという選択をする場合や、決定を他者に委ねるという選択をする場合もある。また、
自らの意思を適切に表明することが難しい場合には、対象となる人々に合わせて情報提供を行い、
理解を得たうえで、本人の意向を汲み取り、その人にとって最善な合意形成となるよう関係者皆
で協働する。さらに、看護職は、人々が自身の価値観や意向に沿った保健・医療・福祉を受け、
その人の望む生活が実現できるよう、必要に応じて代弁者として機能するなど、人々の権利の擁
護者として行動する。そして、個人の判断や選択が、そのとき、その人にとって最良のものとな
るよう支援する。

５　看護職は、対象となる人々の秘密を保持し、取得した個人情報は適正に取り扱う。
看護職は、個別性のある適切な看護を実践するために、対象となる人々の秘密に触れる機会が

多い。看護職は正当な理由なく、業務上知り得た秘密を口外してはならない。
また、対象となる人々の健康レベルの向上を図るためには個人情報が必要であり、さらに、多

職種と緊密で正確な情報共有も必要である。個人情報には氏名や生年月日といった情報のみなら
ず、画像や音声によるものや遺伝情報も含まれる。看護職は、個人情報の取得・共有の際には、
対象となる人々にその必要性を説明し同意を得るよう努めるなど適正に取り扱う。家族等との情
報共有に際しても、本人の承諾を得るよう最大限の努力を払う。
また、今日のＩＣＴ（Information and Communication Technology : 情報通信技術）の発展に伴

い、さまざまなソーシャルメディアが普及している。これらを適切に利用することにより、看護
職だけでなく、人々にとっても健康に関する有用な情報をもたらすなどの恩恵がある。看護職は、
業務上の利用と私的な利用を区別し、その利用に伴う恩恵のみならず、リスクも認識する。また、
情報の正確性の確認や対象となる人々と看護職自身のプライバシー権の保護など、細心の注意を
払ったうえで情報を発信・共有する。

６　看護職は、対象となる人々に不利益や危害が生じているときは、人々を保護し安全を確保する。
看護職は、常に、人々の健康と幸福の実現のために行動する。看護職は、人々の生命や人権を

脅かす行動や不適切な行為を発見する立場にある。看護職がこれらの行為に気づいたときは、そ
の事実に目を背けることなく、人々を保護し安全を確保するよう行動する。その際には、多職種



 
で情報を共有し熟慮したうで対応する。
また、保健・医療・福祉の提供においては、関係者による不適切な判断や行為がなされる可能

性や、看護職の行為が対象となる人々を傷つける可能性があることを含めて、いかなる害の可能
性にも注意を払い、人々の生命と人権をまもるために働きかける。非倫理的な実践や状況に気づ
いた場合には疑義を唱え、適切な保健・医療・福祉が提供されるよう働きかける。

７　看護職は、自己の責任と能力を的確に把握し、実施した看護について個人としての責任をもつ。
看護職は、自己の責任と能力を常に的確に把握し、それらに応じた看護実践を行う。看護職は

自己の実施する看護について、説明を行う責任と判断及び実施した行為とその結果についての責
任を負う。
看護職の業務は保健師助産師看護師法に規定されている。看護職は関連する法令を遵守し、自

己の責任と能力の範囲内で看護を実践する。また、自己の能力を超えた看護が求められる場合に
は、支援や指導を自ら得たり、業務の変更を求めたりして、安全で質の高い看護を提供するよう
努める。さらに、他の看護職などに業務を委譲する場合は自己及び相手の能力を正しく判断し、
対象となる人々の不利益とならないよう留意する。

８　看護職は、常に、個人の責任として継続学習による能力の開発・維持・向上に努める。
看護職には、科学や医療の進歩ならびに社会的価値の変化にともない多様化する人々の健康上

のニーズに対応していくために、高い教養とともに高度な専門的能力が求められる。高度な専門
的能力をもち、より質の高い看護を提供するために、免許を受けた後も自ら進んでさまざまな機
会を活用し、能力の開発・維持・向上に努めることは、看護職自らの責任ならびに責務である。
継続学習には、雑誌や図書などの情報や自施設の現任教育のプログラムの他に、学会・研修へ

の参加など施設外の学習、eラーニング等さまざまな機会がある。看護職はあらゆる機会を積極
的に活用し、専門職としての研鑽を重ねる。
また、自己の能力の開発・維持・向上のみならず、質の高い看護の提供を保障するために、後

進の育成に努めることも看護職の責務である。

９　看護職は、多職種で協働し、よりよい保健・医療・福祉を実現する。
看護職は、多職種で協働し、看護及び医療の受け手である人々に対して最善を尽くすことを共

通の価値として行動する。
多職種での協働においては、看護職同士や保健・医療・福祉の関係者が相互理解を深めること

を基盤とし、各々が能力を最大限に発揮しながら、より質の高い保健・医療・福祉の提供を目指す。
また、よりよい医療・看護の実現と健康増進のためには、その過程への人々の参画が不可欠で

ある。看護職は、対象となる人々とパートナーシップを結び、対象となる人々の医療・看護への
参画のみならず、研究や医療安全などでも協力を得て、ともにより質の高い保健・医療・福祉を
つくりあげることを促進する。

10　看護職は、より質の高い看護を行うために、自らの職務に関する行動基準を設定し、それに
基づき行動する。

自らの職務に関する行動基準を設定し、それに基づき行動することを通して自主規制を行うこ
とは、専門職としての必須の要件である。この行動基準は、各々の職務に求められる水準やその
責務を規定したものであり、看護職の専門的価値を支持するものである。
このような基準の作成は組織的に行い、個人としてあるいは組織としてその基準を満たすよう



 
努め、評価基準としても活用する。また、社会の変化や人々のニーズの変化に対応させて、適宜
改訂する。
看護職は、看護職能団体が示す各種の基準や指針に則り活動する。また、各施設では、施設や

看護の特徴に応じたより具体的・実践的な基準等を作成することにより、より質の高い看護を保
障するように努める。

11　看護職は、研究や実践を通じて、専門的知識・技術の創造と開発に努め、看護学の発展に寄
与する。

看護職は、常に、科学的知見並びに指針などを用いて看護を実践するとともに、新たな専門的
知識・技術の開発に最善を尽くす。開発された専門的知識・技術は蓄積され、将来のより質の高
い看護の提供に貢献する。すなわち、看護職は、研究や実践に基づき、看護の中核となる専門的
知識・技術の創造と開発、看護政策の立案に努めることで看護学の発展及び人々の健康と福祉に
寄与する責任を担っている。
また、看護職は、保健・医療・福祉のあらゆる研究参加に対する人々の意向を尊重し、いかな

る場合でも人々の生命、健康、プライバシーをまもり、尊厳及び権利を尊重するとともに、適切
な保健・医療・福祉の提供を保障する。

12　看護職は、より質の高い看護を行うため、看護職自身のウェルビーイングの向上に努める。
看護職がより質の高い看護を提供するためには、自らのウェルビーイングをまもることが不可

欠である。看護職が健康で幸福であることが、よりよい看護の提供へとつながり、対象となる人々
の健康と幸福にも良好な結果をもたらす。
看護職は、自身のウェルビーイングの向上のために、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バ

ランス）をとることやメンタルヘルスケアに努める。
さらに、看護職の実践の場には、被爆、感染、ハラスメント、暴力などの危険が伴う。そのため、

すべての看護職が健全で安全な環境で働くことができるよう、個人と組織の両方の側面から取り
組む。

13　看護職は、常に品位を保持し、看護職に対する社会の人々の信頼を高めるよう努める。
看護は、看護を必要とする人々からの信頼なくしては存在しない。常に、看護職は、この職業

の社会的使命・社会的責任を自覚し、専門職としての誇りを持ち、品位を高く維持するように努
める。
看護に対する信頼は、専門的な知識や技術のみならず、誠実さ、礼節、品性、清潔さ、謙虚さ

などに支えられた行動によるところが大きい。また、社会からの信頼が不可欠であり、専門領域
以外の教養を深めるにとどまらず、社会的常識などをも充分に培う必要がある。
さらに、看護職は、その立場を利用して看護職の信頼を損なうような行為及び不正行為はしな

い。

14　看護職は、人々の生命と健康をまもるため、さまざまな問題について、社会正義の考え方を
もって社会と責任を共有する。

看護職は、人々の生命、尊厳及び権利をまもり尊重する立場から、生命と健康に深く関わるあ
らゆる差別、貧困、さまざまな格差、気候変動、虐待、人身売買、紛争、暴力などについて、地
球規模の観点から社会正義の考え方をもって社会と責任を共有する。常に、わが国や世界で起き
ているこれらの問題についての知識を更新し、意識を高め、それらについて社会に発信するよう



 
努める。また、これらの問題の潜在的な状況から予防的に関わり、多職種や関係機関で連携し看
護職として適切な対応をとる。
さらに、看護職は保健・医療・福祉活動による環境破壊を防止する責務を果たすとともに、清

浄な空気と水・安全な食物の確保、騒音対策など、人々の健康を保持増進するための環境保護に
積極的に取り組む。そして、人々の生命の安全と健康がまもられ平和で包摂的な社会の実現を目
指す。

15　看護職は、専門職組織に所属し、看護の質を高めるための活動に参画し、よりよい社会づく
りに貢献する。

看護職は、いつの時代においても質の高い看護の提供を通して社会の福祉に貢献するために、
専門職としての質の向上を図る使命を担っている。保健・医療・福祉及び看護にかかわる政策や
制度が社会の変化と人々のニーズに沿ったものとなるよう、看護職は制度の改善や政策決定、新
たな社会資源の創出に積極的に取り組む。
看護職は看護職能団体に所属し、これらの取り組みをはじめとする看護の質を高めるための活

動に参加することを通してよりよい社会づくりに貢献する。

16　看護職は、様々な災害支援の担い手と協働し、災害によって影響を受けたすべての人々も生
命、健康、生活をまもることに最善を尽くす。

災害は、人々の生命、健康、生活の損失につながり、個人や地域社会、国、さらには地球環境
に深刻な影響を及ぼす。看護職は、人々の生命、健康、生活をまもる専門職として災害に対する
意識を高め、専門的知識と技術に基づき保健・医療・福祉を提供する。
看護職は、災害から人々の生命、健康、生活をまもるため、平常時から政策策定に関与し災害

リスクの低減に努め、災害時は、災害の種類や規模、被災状況、初動から復旧・復興までの局面
等に応じた支援を行う。また、災害時は、資源が乏しく、平常時とは異なる環境下で活動する。
看護職は、自身の安全を確保するとともに刻々と変化する状況とニーズに応じた保健・医療・福
祉を提供する。
さらに、多種多様な災害支援の担い手とともに各々の機能と能力を最大限に発揮するよう努め

る。



令和 4 年度　通常総会開催に向けて

公益社団法人和歌山県看護協会
会　長　　東　　直子

新緑が目にも鮮やかな季節になりました。各施設では、それぞれ新人を迎え活気と緊張
の日々をお過ごしのことと存じます。
今年に入っても新型コロナウイルスは依然と猛威を振るっておりますが、各地で新型コ
ロナワクチン接種や治療薬の開発など急ピッチで進められ、コロナ終息に向けた大きな期
待が寄せられています。これまでコロナ対応に携わっている医療従事者の皆さまや、行政
はじめ最前線で尽力されている皆さまに深く感謝申し上げ敬意を表します。
新型コロナウイルスによる大きな変化に戸惑いながらも、令和３年度事業も、理事会や
各委員会・各支部活動等のご活躍により、順調に進めることができました。皆さまには、
看護協会の事業活動に深いご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上げます。令和４年度
総会では、その活動報告とともに、令和４年度事業計画を提案させていただきます。
本年の総会については、新型コロナ感染症対応のため、会員の皆さまには出来る限り事
前の委任状提出をお願いし、規模を縮小して看護研修センターとWeb で開催することと
しました。本来なら、多くの会員の皆さまのご参加のもと、決議事項のご審議と合わせ、 
直接日頃の協会活動をご報告し、ご意見をお伺いする大変よい機会にもかかわらず、この
ような開催形態となり、お詫び申し上げるとともにご理解を賜ればと存じます。また、ご
希望の方ついては、オンデマンド配信を考えております。 
和歌山県看護協会は公益社団法人となり、11 年目を迎え、「県民の健康な生活の実現」
に向けて更なる事業の充実が求められています。県民誰もが、「住み慣れた地域で安心し
て適切な医療を受けられる社会」を実現するためには、看護職を軸にした多職種連携がま
すます重要です。このような状況の中、看護職能団体である本協会は、看護職の役割を認
識し、行政はじめ関係団体との連携を密にし、事業の推進に取り組んでまいります。
今年度も、「教育と研鑽に根ざした専門性に基づく看護の質の向上」、「看護職が生涯を
通して安心して働き続けられる環境づくり」、「人々のニーズに応える看護領域の開発・展
開」の３つの使命として、6つの事業計画を策定しました。今後徐々に様々な活動が可能
となると思われますが、完全な終息が容易に見通せない中で、従来通りの活動が可能な状
況になるかはまだ不透明です。 協会としては、今後の状況の推移を見ながら、オンライ
ン会議システムの活用 なども含めて、できる限り皆さま対するサービスを図るよう努め
てまいりたいと考えております。会員の皆さまからも今後の協会活動の進め方について、
ご意見・ご提案があれば遠慮なく賜りたく存じます。
予想を遥かに超える勢いで変革が進む中、取り組む課題が山積みしていますが、これか
らの医療・看護を取り巻く社会変化をしっかり見据えて、役職員一同力を合わせて期待さ
れる協会作りに努めてまいりますので、今後も皆さまのご支援・ご協力を宜しくお願い
申し上げます。
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令令和和��年年度度�� 通通常常総総会会ププロロググララムム��

�

日� 程：令和�年�月��日（土）�

場� 所：和歌山県看護研修センター� 大ホール�

 
12：20  開� � 場� � � Web視聴の受付（11：30～） 

12：50  オリエンテーション 

13：00  開� � 会 

   物故会員への黙祷 

   会長挨拶 

   祝電披露 

   和歌山県看護協会長表彰 

   （休憩） 
13：30  議長団選出 

  議事録署名人選出 

13：40  報告事項 

   令和3年度事業報告 

   職能委員会報告 

   地区支部報告 

   令和4年度重点事業並びに事業計画 

   令和4年度収支予算 

  議決事項 

   
第一号議案� 令和4年度役員及び推薦委員の選出について 

令和5年度公益社団法人日本看護協会代議員及び予備代 
議員の選出について 

   第二号議案� 令和3年度決算報告並びに監査報告 

  新役員紹介 

   旧役員への謝辞 

   旧役員代表者挨拶 
15：30  閉� � 会 

 
＊進行上の都合により、時間が変更となる場合があります。 
 

 

令和 4 年度　通常総会プログラム
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　（令和4年4月1日現在）

 氏名 職種 施設名

秦野　美智代 保健師 海南保健所

向井　君子 助産師 和歌山県立医科大学附属病院

松岡　淑子 看護師 和歌山県立医科大学附属病院紀北分院

尾崎　りえ 看護師 名手病院

中戸　由美子 看護師 学校法人平成医療学園和歌山看護専門学校

藪本　あゆ子 看護師 日本赤十字社和歌山医療センター

池本　義子 看護師 自宅

岡　弘子 看護師 社会医療法人　角谷整形外科病院

松尾　真由美 看護師 海南医療センター

北垣　郁子 看護師 和歌山県立こころの医療センター

榎木谷　久美子 看護師 紀南病院

峯本　久美 看護師 和歌山県立なぎ看護学校

令令和和44年年度度  和和歌歌山山県県看看護護協協会会長長表表彰彰者者　　令和 4 年度　和歌山県看護協会長表彰者
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 理事会報告� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

Ⅰ� 理事会等開催状況�

１．理事会�

回� 開� � 催� � 日� 時� � � � 間� 理� 事� 監� 事�

�� 令和� ３年��５月２５日�火�� １３：３０～１５：００� ��� ��

�� 令和� ３年��６月３０日�水�� １３：３０～１４：３０� ��� ��

�� 令和� ３年� ８月１２日�木�� １３：３０～１３：４０� ��� ��

�� 令和� ３年� ９月２８日�火�� １３：３０～１５：００� ��� ��

�� 令和� ３年１２月� ６日�月�� １３：３０～１４：３０� ��� ��

�� 令和� ４年� ３月� ７日�月�� １３：３０～１６：００� ��� ��

�

２．理事・各委員長・地区支部長合同会議開催状況�

回� 開� � 催� � 日� 時� � � � 間� 理� 事� 委員長�

１� 令和� ３年��５月２５日�火�� １５：００～１６：００� ��� ��

２� 令和� ３年��６月３０日�水�� １４：３０～１５：３０� ��� ��

�

３．代議員研修会開催状況�

回� 開� � 催� � 日� 時� � � � 間 代�議�員� 予備代議員 

１� 令和� ３年�５月２１日�金�� １３：４５～１５：４５ 5� 5 

�

Ⅱ� 理事会開催�

第１回理事会� � 令和３年５月２５日�火�� � � �

【【協議事項】�

１．令和2年度事業実施報告（案）について 
� � � ２．令和3年度和歌山県看護協会役員及び推薦委員について 

  ３．令和4年度日本看護協会代議員及び予備代議員について 
� ４．常任・特別委員の諮問事項について 
� ５．令和２年度決算報告並びに監査報告について 

�� � � � � � � � � � � � � � � � 以上� 承認�

【報告事項】�

１．日本看護協会主催会議報告 
２．ナース章受章候補者の推薦について 
３．県内関連団体会議参加報告 
４．会員数について 
５．その他 

�

第２回理事会� � 令和３年６月３０日�水）�

【【協議事項】�

１．役員の選任について 
� ２．円滑な事業運営について（理事会などの年間計画について） 
� ３．その他 

以上� 承認�

�

理事会報告
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�

�

【報告事項】�

１．令和3年度事業計画について（各⫋⬟委員会・各地区理事） 
２．日本看護協会報告 

� ３．会員数について 
� ４．その他 

 
第３回理事会� � 令和３年８月１２日�木��

【【協議事項】� �  
１．ナース章の推薦について 
２．その他  

以上� 承認�

 
【報告事項】 

１．日本看護協会理事会報告 
� � � ２．日本看護協会主催会議報告 
� � � ３．県内関連団体会議参加報告� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � � ４．会員数について 
� � � ５．その他 

 
第�回理事会� � 令和３年９月２８日�火��

【【協議事項】�

��１．⤥୚つ๎のᨵṇについて 
� � � � � � 以上� 承認�

【報告事項】�

１．日本看護協会理事会報告 
� � � ２．日本看護協会主催会議報告 
� � � ３．県内関連団体会議参加報告� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � � ４．ᢸᙜ理事報告 
� � � ５．会員数について 
� � � ６．その他 
�

第５回理事会� � 令和３年１２月６日�月��

【【協議事項】�

１．ḟ年度の㔜Ⅼ事業�案�について� � �

２．ḟ年度の事業計画�案�について�

� ３．ḟ年度ᩍ⫱計画ᴫせ�案�について�

� ４．会報ࠕ㯮₻ࠖ࡬のᗈ告ᥖ㍕のྍྰについて�

� ５．その他� �

以上� 承認�

【報告事項】�

� � � １．日本看護協会理事会報告 
� � � ２．日本看護協会主催会議報告� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � � ３．県内関連団体会議参加報告 
� � � ４．会員数について 
� � � ５．その他�  
�

�
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�

�

第６回理事会� � 令和４年３月７日�月��

�【【協議事項】�

� １．令和�年度看護協会長⾲ᙲ候補者について�

２．令和�年度各⫋⬟委員会・常任委員会・特別委員会・その他委員会（案）等について�

３．令和�年度地区支部予算（案）について�

� � � ４．令和�年度཰支予算（案）について�

５．その他� �

以上� 承認�

【報告事項】�

� � � １．日本看護協会理事会報告 
� � � ２．日本看護協会主催会議報告 

３．県内関連団体会議参加報告 
� � � ４．ᢸᙜ理事報告� �  
� � � ５．会員数について 
� � � ６．その他 
� � � �

� �

�
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1 
 

令令和和３３年年度度�� 事事業業報報告告��

 
事業報告は、定款４条の６つの事業に沿って掲載 
（１）看護教育及び学会等学術振興に関する事業 
（２）看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業 
（３）看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善等に関する事業 
（４）地域ケアサービスの推進に関する事業 
（５）日本看護協会との協力及び連携に関する事業 
（６）その他本会の目的達成のために必要な事業 

 
・二重下線は重点事業� ・下線は新規事業 

��

ⅠⅠ．．看看護護教教育育及及びび学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業 
１１．．看看護護教教育育にに関関すするる事事業業�� �� ��   
１）教育計画の企画・実施・評価� � � �  
（１）新人教育� � 5 コース� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 受講者 340 名   
（２）ジェネラリストを育成する教育� � 28 コース � � �  � � � � � � � 受講者 1039 名�  
（３）管理者を育成する教育� � 7 コース� � � � � � � �   � � � � � � � 受講者 288 名�  
（４）教育者・研究者を育成する教育（県受託事業）�  

①和歌山県保健師助産師看護師実習指導者講習会（180 時間）（一部 e ラーニング） 
                                                   � � � � � � � � 修了者 32 名�  
②新人看護職員実地指導者研修（5 月 27 日～11 月 22 日のうち 5 日間）� 修了者 29 名� �  

（５）認定看護管理者教育� � � � � �  
①認定看護管理者教育課程� ファーストレベル（全日程� 21 日間� 定員 50 名） 

� � � 開講式� 6 月 11 日（金）、閉講式� 7 月 29 日（木）  � � � � � � � � 修了者 54 名�  
②認定看護管理者教育課程� セカンドレベル（全日程 33 日間 定員 30 名）� �  

� � � 開講式� 9 月 15 日（水）、閉講式� 12 月 1 日（水）  � � � � � � � � 修了者 19 名�  
③令和２年度認定看護管理者教育課程セカンドレベル修了者の看護管理実践報告会 

開催日：令和 4 年 4 月 9 日（土）� � � � � � � � � �   � � � � � �  � � 受講者 98 名�  
（６）医療安全� �  

①医療安全研修�                                      � � � � � �  受講者 116 名� �  
②医療安全管理者養成研修修了者フォローアップ研修� �  � � � � � �  受講者 17 名�   

� � ③医療安全管理者養成研修（集合演習のみ）【日本看護協会主催】� � �  受講者 45 名 
（７）その他�  

①訪問看護入門研修（県受託事業） 
開催日：8 月 26 日、9 月 16 日、実習は中止� � � � � �              修了者 12 名� �  

②潜在看護職員復職支援研修（県受託事業）                           

令和 3 年度　事業報告
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開催日：6 月（ビッグ U）、10 月（看護研修センࢱー）� 受講者 12 名 
᥇⾑ὀᑕᢏ術演習：➨ 1・3 木᭙日 
෌就業促進研修：11 月 9 日� � 受講者 10 名 

③和歌山県㧗㱋者ᶒ฼᧦護等推進事業看護実務者研修（県受託事業）

開催日：9 月 9 日、10 日 受講者 36 名 
մ保健師研修（中ሀᮇ）（県受託事業） � � 㸨中止� �

յ⑓㝔໅務の看護職員認▱⑕ᑐᛂ力ྥୖ研修（県受託事業）

開催日：11 月 1 日、2 日、9 日（看護研修センࢱー）

12 月 14 日、15 日、21 日（ビッグ U）� 受講者 69 名�

ն⑓㝔໅務の医療ᚑ事者ྥࡅ認▱⑕ᑐᛂ力ྥୖ研修（県受託事業）

開催日：1 月 13 日（看護研修センࢱー）

� � 1 月 18 日（ビッグ U）� 受講者 66 名�

շ㏥㝔支援看護師研修（県受託事業）

開催日：9 月 1 日～12 月 9 日のうち 6 日間 受講者 34 名 
ոẕᏊ保健コー࢕ࢹネーࢱース࢟ルアップ研修（県受託事業）

開催日：12 月 17 日� � � 受講者 26 名 
չ地域⅏ᐖ支援看護師養成研修� （県受託事業）

講⩏と演習（講⩏のみ⤊了）� 受講者 5 名�

պその他

・認定看護師フォローアップ研修

開催日：9�月‥20�日（月）13:30～17:00� 受講者 67 名�

�看護管理ࠖに関するฟ๓講ᗙࠕ・ 8 施タ౫㢗（7 施タ実施）受講者 120 名（ᘏᩘ࡭） 
・認定看護管理者஺ὶ会� （web）

開催日：令和 4 年 1 月 15 日（土）10:00～12:00 受講者 28 名�

２２．．学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業  
１）令和 3 年度和歌山県看護研究学会 ཧຍ者 201 名 

開催日：令和 4 年 2 月 5 日（土）� 開催ሙᡤ：和歌山県看護協会� ኱࣍ール 
≉ู講演：⅏ᐖ時にࡅ࠾る看護のリーࢲーࢩップとストレス࣐ネジ࣓ント 

講師� 増㔝� ᅬ᝴Ặ� � රᗜ県❧኱学� 地域ケア開Ⓨ研究ᡤ� ᡤ㛗・教ᤵ 
⟇とᑐ࠼ᚓたഛࡽ࠿⅏ᐖの⤒㦂↛⮬：࣒࢘ジ࣏ンࢩ

�ジスト࣏ンࢩ 訪問看護の❧ሙࡽ࠿

和⏣� ⪷ᏊẶ� ᖿ在Ꮿ看護センࢱー� 管理者⤫ᣓ 
⑓㝔看護管理の❧ሙࡽ࠿ 
ᮡ山� ᩥᰤẶ� 和歌山県❧なࡂ看護学ᰯ� 学ᰯ㛗 

（๓新ᐑᕷ❧医療センࢱー� 看護部㛗） 
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� � � � � � � ⾜ᨻの❧ሙࡽ࠿ 
� � � � � � � ∦ᐙ� 康⿱Ặ� � � 和歌山県⅏ᐖᑐ⟇課� 課㛗 
新ᆺコロࢼឤᰁᣑ኱㜵止のため、ཧຍ者は web にኚ᭦、会ሙはᗙ㛗・演者・ࢩン࣏ジ 
スト・看護研究学会ጤ員のみの㐠Ⴀを⾜った 
 

３３．．ᅗᅗ᭩᭩ᐊᐊのの㐠㐠ႠႠにに関関すするる事事業業  
（１）ᅗ᭩・㞧ㄅ等の㉎入及びᅗ᭩฼⏝の促進 

௒年度、㛗ᮇ研修会の開催にక࠸、᫖年度にẚ࡭㈚ฟᩘは増ຍࡋた 
�  （２）᭱新看護⣴ᘬ web ᶵ関∧の฼⏝促進 
� �医中ㄅࠖの฼⏝促進ࠕ（３）   
 

４４．．⅏⅏ᐖᐖ時時のの看看護護支支援援άάືື事事業業  
１）⅏ᐖ支援ࢼースの育成及びⓏ㘓の推進� � � � � � �  
� （１）⅏ᐖ看護に関する研修 
� � � ・⅏ᐖ支援ࢼースの➨一Ṍ（JNA ཰㘓 DVD 研修）�          �      �  
� � � ・⅏ᐖ看護ϩ（⅏ᐖ支援ࢼース育成研修）� � � � � �         �       �  
� � � ・⅏ᐖ看護（管理者ᑐ㇟）� � � � � � � � � � � �          �      �  
� （２）⅏ᐖ支援ࢼースⓏ㘓者（௒年度 9 名Ⓩ㘓）� � � �               Ⓩ㘓ᩘ 148 名�  

  ２）県看護協会・地༊支部のネット࣡ーࢡのᙉ໬及び合ྠカ⦎ 
    （１）⅏ᐖ支援ࢼースὴ㐵調ᩚ合ྠカ⦎ 
� � � � ・日本看護協会と合ྠカ⦎（11 月 9 日～11 月 11 日） 

           24 施タに協力࠸た21、ࡁࡔ 名をὴ㐵 
� � � � � ・和歌山県看護協会ෆの合ྠカ⦎（1 月 21 日） 
� � � � �  ጤ員会࡛カ⦎⏝のࢼࢩリ࢜をస成17、ࡋ 施タに協力࠸た12、ࡁࡔ 名をὴ㐵 
� � � （２）その他 
� � � � � ・ᾏ༡ᕷの㜵⅏カ⦎にཧຍ（11 月 14 日） 
� � � � � ・㏆␥地᪉ DMAT カ⦎（DMATࢡロッࣈ 調ᩚ本部㐠Ⴀカ⦎）のぢ学（12 月 18 日） 
� � � � � ・和歌山県⅏ᐖ医療ᚑ事者研修にཧຍ（1 月 25 日） 
� � � � � ・和歌山県⅏ᐖ医療ᑐ⟇会㆟にཧຍ（3 月 30 日） 
� ３）地域⅏ᐖ支援看護師養成研修事業� （෌掲）� � � � � � � � � � �  

  
ϩϩ．．看看護護職職のの労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業  
１１．．労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にに関関すするる事事業業  

�� １）就業促進事業 
� � �との連携ࢡロー࣡ーࣁ（１）

①復職支援ᙉ໬・就業促進事業�  
� � � � �ーࢱースセンࢼ  サࢸラ࢖ト開タ（ࣁロー࣡ーࢡとの連携）（県受託事業）ẖ月 2 ᅇ�  
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➨）和歌山ࢡロー࣡ーࣁ 2・4 金᭙日）� 22 ᅇ 
➨）㎶⏣ࢡロー࣡ーࣁ 2・4 ⅆ᭙日）� � 23 ᅇ 
実施ᅇᩘ合計 45 ᅇ� ᮶ᡤ者� ồ職者 40 名� 就業者 20 名 

�連携事業ࢡロー࣡ーࣁ・ーࢱースセンࢼ② � ồ職者᝟報のඹ᭷ 
ྠព者 15 名のうち、e ーⓏ㘓者ࢱースセンࢼ 8 名、ࢼースセンࢱーの⤂௓࡛ 1 名就業 

� � � � ③復職支援コー࢕ࢹネーࢱー会㆟（᭩㠃）2 月 10 日 
（２）看護職等の㞳職時のᒆࡅฟに関するࡇと（とࡅ࡝るࢇ） 
� � � Ⓩ㘓者ᩘ� 1261 名（๓年度ࡽ࠿ 233 名増ຍ） 

� � � � �  事業ࢡンࣂースࢼ（３）
� � � � � 年）ࡾよࡔーࢱースセンࢼ① 4 ᅇ） 

②就職ㄝ᫂会� 㸨中止 
eࠕ③  ーࠖồ職者新規Ⓩ㘓者（県ෆ࡛就業をᕼᮃするồ職者ᩘ）ࢱースセンࢼ

Ⓩ㘓者ᩘ 443 名� ᘏ 561 名（」ᩘචチᡤᣢ者はそࢀࡒࢀに計ୖ） 
（ෆヂ：保健師 53 名、助産師 17 名、看護師 406 名、෸看護師 82 名、学⏕ 3 名） 

մࠕe �ᩘ௳ーࠖồ人施タูⓏ㘓ࢱースセンࢼ

� � � � � � � Ⓩ㘓施タᩘ 217 �ᡤ࠿ ᘏ 268  ᡤ࠿
（４）施タู・㞠⏝ᙧែู就業者ᩘ 

� � � � � � � � 就業者ᩘ 239 名（保健師 19 名、助産師 4 名、看護師 210 名、෸看護師 6 名） 
 ー推進ጤ員会ࢱースセンࢼ（５）

� � � � � � ・෌就業促進研修（ࢼースの㍤ࡃ人⏕ᛂ援஺ὶ会）11 月 9 日（෌掲） 
（６）施タ訪問 

� � � � � � � 㸨中止 
２）㞳職㜵止ᑐ⟇事業 

� � �ཱྀࠖ❆ースの┦ㄯࢼࠕ・  
ồ職者ࡽ࠿の┦ㄯ 3,411 ௳、ồ人施タࡽ࠿の┦ㄯ 1,210 ௳ 

３）看護職の健康管理に関する事業 
� � � （１）看護職の࣓ンࢱルサ࣏ートに関する┦ㄯ � 32 ௳ 
� � � （２）看護職のႚ↮問㢟に関するࡇと 
� ４）潜在看護職員復職支援ᙉ໬研修事業 
� � � （１）潜在看護職員復職支援研修� � 2 ᅇ（看護研修センࢱー・ビッグ U）（෌掲） 
� � � 和歌山・⏣㎶（月 （との連携ࢡロー࣡ーࣁ）௙事┦ㄯ࠾ースのࢼ（２） 2 ᅇࡎつ）（෌掲） 
� � � （３）᥇⾑ὀᑕᢏ術演習� （➨ 1・➨ 3� 木᭙日他） 
� � � � � � 定ᮇのᢏ術演習にຍ࠼、新ᆺコロ࢖࢘ࢼルス࣡ࢳࢡンの➽⫗ὀᑕ演習の実施 
� � � � � � 開催ᩘ：39 ᅇ（ෆヂ� ⏣㎶ᕷの会ሙ࡛ 2 ᅇ、看護研修センࢱー37 ᅇ） 
� � � � � � ཧຍ者：91 名ཧຍ（ᘏᩘ）（ෆヂ� ➽⫗ὀᑕ演習 77 名） 
� � � （４）和歌山県医療໅務環境改善センࢱー㐠Ⴀ協㆟会等࡬のཧ画 
� � � � � � 研修会：10 月 29 日（金）（web） 
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� � � （５）看護職の働ࡁ᪉改㠉の推進 
� � � � � � プラࢼࢼࢳースのά㌍促進 
� � �  ᪉ࠖのᬑ及・推進ࡁな看護職の働⬟ྍࡀ⥆⥅就業ࠕ（６）
 
２２．．新新ᆺᆺココロロ࢖࢖࢘࢘ࢼࢼルルススឤឤᰁᰁ⑕⑕ᑐᑐ⟇⟇事事業業関関係係 

ルスឤᰁ⑕に係る保健ᡤయ制ᙉ໬のための保健ᡤ支援業務࢖࢘ࢼ新ᆺコロࠕ（１ （ࠖ県受託事業） 
� � 8 保健ᡤ（ᶫ本・ᒾฟ・和歌山ᕷ・ᾏ༡・に（ᐑ新・㎶⏣・ᆓᚚ・ὸ‮ 54 名（実ᩘ）を

看護協会ࡀ⮫時㞠⏝ࡋὴ㐵ࠋうち、ࢼースセンࢱーࡽ࠿の⤂௓ 31 名（実ᩘ） 
２）㺀新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕のᐟἩ療養にࡅ࠾る看護師ὴ㐵㺁（県受託事業）�

� 5 月～7 月、9 月～3 月࡛ࡲ看護職ᘏ࡭ 71 名（実ᩘ 28 名）をࢼースセンࢱーࡽ࠿の⤂௓

によࡾ看護協会ࡀ⮫時㞠⏝ࡋὴ㐵ࠋ 
３）㺀新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕に係る࣡ࢳࢡン᥋✀人ᮦ☜保業務㺁（日看協受託事業）�

㹣ࢼースセンࢱーに࣡ࢳࢡン᥋✀業務の就業ᕼᮃ者とࡋてのⓏ㘓を⾜࠸、必要な࣡ࢳࢡン᥋

✀研修を受講するࠋそのᚋ、令和 3 年 5 月 21 日௨㝆 12 月 4 日࡛ࡲに新たに࣡ࢳࢡン᥋✀業

務にᚑ事ࡋたሙ合に、ᙜヱ看護職等にᑐࡋて、就業‽ഛ金とࡋて一人 � ᅇ㝈࡛ࡾ 3 ୓෇ࡀ支

145ࠋるࢀࡉ⤥ 名のヱᙜ者に⏦ㄳ᭩をⓎ⾜�

ルスឤᰁ⑕ᑐᛂ看護職員等人ᮦ調ᩚ事業ᗈ域人ᮦ調ᩚ事業࢖࢘ࢼ新ᆺコロࠕ（４ （ࠖ日看協受託事業）��

� � 令和４年 1 月 15 日～2 月 1 日࡛ࡲἈ⦖県࡬ 1 名ὴ㐵 
５）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルス࣡ࢳࢡンにᚑ事する看護職☜保 
� � ᕷ⏫ᮧ 8 名、職域᥋✀ 24 名ὴ㐵調ᩚ� � � � � �  
６）PCR ᳨査⿵助看護職☜保 
� � ⮫時㞠⏝ 1 名ὴ㐵調ᩚ� �  
� � � � � � � � � � � � � � � � �  
ϪϪ．．看看護護にに係係るる調調査査及及びび研研究究並並びびにに看看護護業業務務及及びび看看護護制制度度のの改改善善等等にに関関すするる事事業業  

� １１．．୕୕職職⬟⬟合合ྠྠάάືື  
１）研修会� � 令和 3 年 9 月 4 日（土）13：30～16：00� � � � � �  � 受講者 91 名 

� � � � てࡅ地域ඹ⏕♫会実⌧にྥࠕ࣐ーࢸ （ࠖweb） 
� � � � 講師：� 金ᕝ� めࡄみẶ（和歌山኱学� ⤒῭学部� 教ᤵ）�  
� � � � �࣒࢘ジ࣏ンࢩ ྛ職⬟ 4 名� � � � � � � � � � � � � � �  
 

２２．．保保健健師師職職⬟⬟ጤጤ員員会会άάືື  
�  １）職⬟集会� � 令和 4 年 2 月 26 日（土）� � � � � � � � �  � � �  受講者 20 名 
� � �  講演� � 実践力ࠕ࣐ーࢸ UP � ⱝᡭを支࠼るための事౛᳨ウ会 （ࠖweb）� � �  

    ２）保健師஺ὶ会� � 令和 3 年 10 月 23 日（土）� � � � � � � � � �  受講者 36 名 
� � � � � � � � �⅏ᐖ時の保健άືࠖ（web）ࠕ࣐ーࢸ � � � � � � � �  
�   ３）⤌⧊ᙉ໬࡬のᑐ⟇ 
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⾜Ⓨࠖࡾよࡔ⬟保健師職ࠕ（１）

４）保健師άື指㔪のᬑ及・ά⏝

３３．．助助産産師師職職⬟⬟ጤጤ員員会会άάືື 
� � １）職⬟集会� � 令和 3 年 11 月 13 日（土）10:00～12:00 受講者 30 名 

て（web）࠸みにつ⤌ࡾるẕᏊ支援のྲྀࡅ࠾㤶ᕝ県に：࣐ーࢸ
２）助産師研修会開催

➨ 1 ᅇ� 助産師研修� 令和 3 年 8 月 21 日（土）

ศፔᮇの⫾ඣᚰᢿᩘ㝕③ᅗ（CTG）（web）①：࣐ーࢸ  受講者 43 名 
②新⏕ඣのフ࢕ジカルアセス࣓ント（web） 受講者 43 名 

� � ➨ 2 ᅇ� 助産師研修� 令和 4 年 2 月 19 日（土）10:00～12:00 
ᛴ時のᑐᛂ（web）⥭：࣐ーࢸ 受講者 37 名 

～ẕయᛴኚ時のึᮇᑐᛂのཎ๎・ẕయᛴኚ時࡬のᑐᛂの実㝿～ 
３）助産師஺ὶ会 令和 3 年 11 月 13 日（土）13:00～15:00� � � � 受講者 8 名 

４４．．看看護護師師職職⬟⬟ⅠⅠ・・ϩϩ合合ྠྠάάືື 
１）職⬟集会

看護師職⬟Ⅰ・ϩ合ྠ研修会� （web） 受講者 87 名 
日� 時：令和 3 年 9 月 4 日（土）10:00～12:00
看・看連携ࠖࡄ⑓㝔と地域をつなࠕ：࣐ーࢸ

講� 師：� ゅ⏣� ┤ᯞẶ（Ⲉᇛ県❧中ኸ⑓㝔� 看護ᒁ㛗）� �

５５̺̺11．．看看護護師師職職⬟⬟ⅠⅠጤጤ員員会会άάືື 
１）⑓㝔㡿域にࡅ࠾る看護師の㈨㉁ྥୖのための研修会等の企画・実施

（１）研修会の開催

①෸看護師研修会

日� 時：令和 3 年 7 月 10 日（土）13:30～16:00�    受講者 18 名 
⟇ឤᰁᑐ࠸なࡅ⪺ࡽࡉ௒：࣐ーࢸ

講� 師：ྜྷ⏣� ಇᬕẶ（᭷⏣ᕷ❧⑓㝔� ឤᰁ管理認定看護師） 
②⏨ᛶ看護職஺ὶ会

日� 時：令和 3 年 9 月 11 日（土）13:30～16:00    受講者 27 名 
ルスケア࣊リアアップとストレスࣕ࢟ᛶ看護師の⏨：࣐ーࢸ

講� 師：ᶔⴥ� 㞞人Ặ（和歌山県❧医⛉኱学ಕ೸看護Ꮥ部� ⢭⚄看護学）�

③看護管理者研修

日� 時：令和 3 年 12 月 4 日（土）13:30～16:00 受講者 57 名 
２）看護職の஺ὶを㏻ࡋて᝟報஺᥮ࡋ、看護職のάᛶ໬をᅗる

３）看護師職⬟のάືに関する実ែ調査
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５５̺̺２２．．看看護護師師職職⬟⬟ϩϩጤጤ員員会会άάືື  
� � １）௓護・福祉施タ・在Ꮿ㡿域（デ療ᡤࡴྵࡶ）の看護の㉁のྥୖと連携につ࠸て 

①看護師職⬟ϩ研修会（web） 
日� 時：令和 3 年 12 月 11 日（土）13:30～16:00                 受講者 90 名 
 フケア࢖ラ・ࣈ࢜・ンド࢚：࣐ーࢸ

 るためにࠖ࠼たࡇに࠸と㢪う全ての人のᛮ࠸たࡋࡈᏯ࡛㐣⮬࡛ࡲᚋ᭱ࠕ
講� 師：ᖹཎ� ඃ⨾Ặ（࠶す࠿山訪問看護スࢸーࣙࢩン� ⤫ᣓᡤ㛗） 

� � � ２）地域ໟᣓケアࢩス࣒ࢸの推進にྥࡅたネット࣡ーࡾࡃ࡙ࢡにつ࠸て 
� � � � � ①訪問看護連⤡協㆟会との合ྠ研修会 
� � � � � 日� 時：令和 3 年 11 月 20 日（土）13:30 ～16:00� � � � � �     受講者 39 名 
� � � � �  ～るࡁ⏕LIFE～⑓Ẽとඹに：࣐ーࢸ
� � � � � 講� 師：ྂᕝ� ჆௦Ặ（᭷⏣ᕷ❧⑓㝔） 
� � � � � � � � � 㧗ሯ� ⨾㒔㔛Ặ（訪問看護スࢸーࣙࢩンフロ࣒はーと） 
� � � � � ②㧗㱋者ケア施タ看護師஺ὶ会（web） 
� � � � � 日� 時：令和 3 年 10 月 22 日（金）13:30～16:00� � � � �      � 受講者 29 名 
� � � � �  ネジ࣓ント࣐௓護施タの管理者の：࣐ーࢸ
� � � � � 講� 師：ἑ⏣� ῟ᏊẶ（බ❧኱学ἲ人ᐑᇛ኱学看護学⩌� ⪁年看護学㡿域） 
� � � ３）看護協会άືの PR を⾜࠸施タ・在Ꮿ㡿域の協会員の増員をᅗࡾ看護師職⬟の⤌ 

⧊ᙉ໬をᅗるࡇとにつ࠸て 
� � � � � ①ྛ研修࡛看護協会のࣃンフレットを㓄ᕸࡋ、άືを PR  入会促進をᅗるࡋ
� � � � � ②㯮₻にࠕ看護師職⬟ጤ員会άືの報告ࠖを掲載 
 
６６．．医医療療安安全全のの推推進進にに関関すするる事事業業  
� � １）医療安全研修会（෌掲） 
� � ２）医療施タの医療安全᝟報を࣍ー࣒࣌ージに掲載�  
� � ３）医療安全に関する┦ㄯᑐᛂ・᝟報ᥦ౪ 
� � （１）㯮₻に掲載ࠕ医療安全ᩘ⌔つなࠖࡂ� �  
 
ϫϫ．．地地域域ケケアアササーービビススのの推推進進にに関関すするる事事業業  
�� １１．．看看護護ののᚰᚰᬑᬑ及及ၨၨⓎⓎ事事業業  
�� �� １１．．看看護護ののᚰᚰᬑᬑ及及ၨၨⓎⓎ事事業業  
�� �� �ちの保健ᐊの開催ࡲ（１ 㸨中止 
� � ２）看護㐌間事業�  
� � � �   看護య㦂࠸࠶ࢀࡩ・ 㸨中止� �  

・8 地༊支部࡛の 1 日ࡲちの保健ᐊ� 㸨6 地༊中止、2 地༊支部࡛ⱝ年ᒙをᑐ㇟にၨⓎ� � � � � �  
� � � ・看護の日のグᛕ⾜事（ࢼース࢖ࢹフェスࢱ� 和歌山） 

日 時：5 月 1 日（土）13:00～15:00 
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 ࠖ～ࡽ࠿て～⮬ẅ㜵止の⌧ሙࡅ⥆࠸そࡾにᐤࡎめࡽࡁ࠶ࠕ：࣐ーࢸ
講� 師：⸨⸭� ᗤ一Ặ（ⓑ὾ࣂプࢸスト教会ᇶ╩協会∾師、ⓑ὾レスࣗ࢟ーネット࣡ーࢡ理事㛗） 

� ཧຍ人ᩘ：㧗ᰯ⏕ 35 名、一⯡・医療職 10 名� 合計 45 名 

� � ３）看護学⏕࡬の進㊰┦ㄯ� 㸨中止 
� � ４）⪁人看護月間⾜事� 㸨中止 
� � �  等ࠖࢡェッࢳฟ๓健康ࠕ・

 
２２．．訪訪問問看看護護のの推推進進事事業業  

訪問看護入門研修� 3 日間（෌掲）（うち、実習 1 日は中止） 
 

３３．．そそのの他他  
� � １）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕ᑐ⟇事業関係 

（１）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕に係る保健ᡤయ制ᙉ໬のための保健ᡤ支援業務 
（県受託事業）（෌掲） 

（２）看護師養成ᡤ等実習⿵᏶事業（県受託事業）� � � � � � � 養成ᡤ� 6 ᰯ 
（３）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕のᐟἩ療養にࡅ࠾る看護師ὴ㐵（県受託事業）�

� � � ᐟἩ療養事๓࢜リ࢚ンࢸーࣙࢩン� � � �4 月 30 日 8 名、8 月 27 日 14 名� �

� � ᐟἩ療養にࡅ࠾るᛴኚ時のᑐᛂカ⦎� � 10 月 20～25 日� � 受講者� 8 名（看護師）�

（⤫ᣓ㈐௵者、⏕ά支援員ࡶཧຍ）�

� � � � � ᐟἩ療養支援に໅務する看護職員研修� � 12 月 10 日� ⣖༡� 受講者 5 名 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 12 月 13 日� ⣖໭� 受講者 30 名 
� � � � � ᐟἩ療養施タឤᰁ管理実地指導� � � � � 12 月 17 日～1 月 12 日� 8 ᅇ 

（４）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕に係る࣡ࢳࢡン᥋✀人ᮦ☜保業務（日看協受託事業）�

� � � �ン᥋✀ᚑ事ᕼᮃ者研修ࢳࢡ࣡ ᥇⾑・ὀᑕ演習とྠ時開催� � 受講者 77 名�

� � （５）新ᆺコロ࢖࢘ࢼルスឤᰁ⑕ᑐᛂ看護職員等人ᮦ調ᩚ事業ᗈ域人ᮦ調ᩚ事業�

（日看協受託事業）（෌掲）��

� �  
ϬϬ．．日日本本看看護護協協会会ととのの協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業  
�� １１．．日日本本看看護護協協会会ととのの連連携携  
�� �� １）日本看護協会主催の会㆟ 
（１）㏻ᖖ⥲会（ᖥᙇ࣓ッセ）6 月 9 日（水）（web） 

全ᅜ職⬟஺ὶ集会（ᖥᙇ࣓ッセ）6 月 10 日（木）（web） 
（２）理事会� � 年 6 ᅇ� � 5 月 7 日（金）、6 月 9 日（水）、7 月 29 日（木）・7 月 30 日（金）、 

9 月 17 日（金）、11 月 25 日（木）・11 月 26 日（金）ᮾி、 
令和 4 年 2 月 24 日（木）・2 月 25 日（金）11 月௨እは web 

（３）全ᅜ職⬟ጤ員㛗会� � 7 月 5 日（月）～7 月 9 日（金）（web） 
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� � � ➨ 2 ᅇ全ᅜ職⬟ጤ員㛗会� 令和 4 年 3 月 3 日（木）（web） 
（４）全ᅜἲ人会員会� � � 6 月 4 日（金）、7 月 30 日（金）、9 月 17 日（金） （web）  �   
（５）地༊ูἲ人会員会� � 10 月 25 日（月）10 月 26 日（ⅆ）和歌山県 
� � � 地༊ู職⬟ጤ員㛗会� 10 月 26 日（ⅆ）（web） 
（６）ྛᢸᙜ者会㆟（web） 

・2021 年度� 認定看護管理者教育ᶵ関ᢸᙜ者会㆟� � � � � � � � � � �  5/27（ᐮᕝ、ᒸᐊ） � �   
・令和 3 年度� 㒔㐨ᗓ県ẕᏊのための地域ໟᣓケアࢩス࣒ࢸ推進会㆟�     9/8       （ᯇ下）� � �  
・2021 年度� �ー地༊ูពぢ஺᥮会ࢱースセンࢼ � � � � � �  � � � �   9/13（中ᕝ、ᯇ下）� � �  
・2021 年度� 㒔㐨ᗓ県看護協会ᨻ⟇㈐௵者会㆟� � � � �   �        9/16（ᮾ、ᯇ下、ᒸᐊ）� � �  
・2021 年度� 会員᝟報管理᝟報஺᥮会� � � � � � � � � � � �          10/4（ᐑᕝ、ᒸᐊ）� � �  
・2021 年度� 㒔㐨ᗓ県看護協会・㒔㐨ᗓ県訪問看護連⤡協㆟会合ྠ会㆟ � 11/11       （ᮾ）� � �  
・2021 年度� 全ᅜ看護ᇶ♏教育ᢸᙜᙺ員会㆟� � �                �     11/5      （ᒸᐊ）� � �   
・令和 3 年度� ⅏ᐖ支援ࢼース調ᩚカ⦎� � � � � � � � � � � � � �   � 11/9～11/11 
・2021 年度� 㒔㐨ᗓ県看護協会ᗈ報ᢸᙜᙺ員会㆟� � � � � � � � � �    11/12     （ᯇ下）� � �  
・2021 年度� 㒔㐨ᗓ県看護協会⅏ᐖ看護ᢸᙜ者会㆟�               �    12/16     （ᒸᐊ） 
・2021 年度� ㏆␥地༊看護協会人ᮦ☜保・定╔ᢸᙜ者会㆟� � � � �      1/24（中ᕝ、ᯇ下） 
・2021 年度� 地域に必要な看護職☜保推進事業実施報告会� � � � � � �  3/23（中ᕝ、ᯇ下）� � �  

 
� ２２．．日日本本看看護護協協会会重重点点ᨻᨻ⟇⟇࡬࡬のの協協力力  
�� �� １）看護ᇶ♏教育制度改㠉の推進 
� � ２）地域ໟᣓケアにࡅ࠾る看護ᥦ౪య制のᵓ⠏ 

３）看護職の働ࡁ᪉改㠉の推進 
４）看護職のᙺ๭ᣑ኱の推進と人ᮦ育成 

 
ϭϭ．．そそのの他他本本会会目目的的達達成成ののたためめにに必必要要なな事事業業  
�� １１．．⤌⤌⧊⧊ᙉᙉ໬໬にに関関すするる事事業業  
�� �� １）会員ᩘの増ຍ・ᣑ኱ 
� �  ージの඘実࣒࣌ー࣍（１）
� � （２）新人看護職員࢜リ࢚ンࢸーࣙࢩン� 㸨中止� �  

（３）⑓㝔協会� 新人職員࢜リ࢚ンࢸーࣙࢩン� （1 月 24 日）�  
� � （４）看護師等学ᰯ養成ᡤの⾜事࡬のཧຍ�  

（和歌山県❧なࡂ看護学ᰯ� ᐉㄋ式、和歌山看護ᑓ門学ᰯ� 入学式・ᡝᖗ式） 
� � （５）看護学ᰯ࡬の訪問�  

（和歌山県❧なࡂ看護学ᰯ、和歌山看護ᑓ門学ᰯ、日㧗看護ᑓ門学ᰯ） 
�   ２）会員サービスの඘実 
� �  （ᑐᛂ࣐࣍ス）ージ等࡛の᝟報ᥦ౪࣒࣌ー࣍（１）
� � （２）会員ࡽ࠿の問࠸合ࡏࢃ・┦ㄯᑐᛂ 
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� � （３）会員の福฼ཌ⏕（⾲ᙲ・៞ᘫぢ⯙・⅏ᐖぢ⯙・኱和࢘ࣁスᕤ業（ᰴ）と஑ᕞ࣓࢕ࢹ 
カルサービス（ᰴ）医療⏝ᙎᛶストッ࢟ングの会員๭ᘬ等） 

� ・日本看護協会㛗⾲ᙲ 
� � � � � � � � ྂᕝ� ⣖ᏊẶ 
� � � � � ・和歌山県看護協会㛗⾲ᙲ 

㔩ᆏ� ຍᑑᜨẶ（和歌山県❧なࡂ看護学ᰯ） 
� � � � � � � � ᑿᓮ� ஂ⨾Ặ� （日㧗ᕝ⏫ᙺሙ） 
� � � � � � � � ឿᖾ� ዉ⨾Ặ� （日本㉥༑Ꮠ♫和歌山医療センࢱー） 
� � � � � � � � Ύ水� ከὠᏊẶ（ᅜ保㔝ୖཌ⏕⥲合⑓㝔） 
� � � � � � � � ⸨本� ⨾ᖾẶ� （බ❧㑣㈡⑓㝔） 
� � � � � � � � Ⱚ⏣� 㔛ⰼẶ� （日本㉥༑Ꮠ♫和歌山医療センࢱー） 
� � � � � � � � Ⱚ℧�  みẶ（和歌山県❧医⛉኱学㝃ᒓ⑓㝔）ࢁࡦ
� � � � � � � � 㐲⸨� ᰤ理Ặ� （和歌山労⅏⑓㝔） 
� � � � � � � � ᐑ஭� �ࡽࡃࡉート࣏みẶ（ケアサࢁࡦ 訪問看護スࢸーࣙࢩン） 
� � � � � � � � 㧗ᇉ�  ௦Ặ（すᒸ⑓㝔）ࡌࡩ
� � � � � � � � ᑠᯇ� 㤶ୡ⨾Ặ（࠿ࡔࡦ⑓㝔） 
� � � � � � � � ⸨⃝� 環Ặ� � （新ᐑᕷ❧医療センࢱー） 
� � � � � ・和歌山県ࢼース❶ 

ụ下�  Ặ（和歌山県❧医⛉኱学㝃ᒓ⑓㝔）ࡾ࠿ࡺ
� � � � � � � � ᑠᯇ� 㤶ୡ⨾Ặ（࠿ࡔࡦ⑓㝔） 
� � � � � � � � ᐑᓮ� ┾理Ặ� （ᅜ保すࡉみ⑓㝔） 
� � � � � � � � 㨣ሯ� ဴ㑻Ặ� （⣖༡ࢁࡇࡇの医療センࢱー） 
� � � � � � � � 新⏺� ⣖ᏊẶ� （῭⏕会᭷⏣⑓㝔） 
� � � � � � � � ᭹部� ᅬ⨾Ặ� （和歌山県❧医⛉኱学保健看護学部） 
� � � � � � � � 㔩ᆏ� ຍᑑᜨẶ（和歌山県❧なࡂ看護学ᰯ） 
� � � � � � � � 中山� ⨾௦ᏊẶ（和歌山県❧医⛉኱学㝃ᒓ⑓㝔） 
� � � � � � � � 山ᓮ� ⿱ᏊẶ� （日本㉥༑Ꮠ♫和歌山医療センࢱー） 
� � � � � � � � ᑿᓮ� ஂ⨾Ặ� （日㧗ᕝ⏫ᙺሙ） 
� � � � � � � � ᮾ� Ⓩ⣖ᏊẶ� （ᚚᆓ保健ᡤ） 

� �

３）地域にࡅ࠾る看護職のネット࣡ーࢡᙉ໬事業（県看護協会のᬑ及・ၨⓎ）� � � � �

 
２２．．෇෇⁥⁥なな⤌⤌⧊⧊㐠㐠ႠႠ  

�� １）ㅖ会㆟の開催 
� （１）⥲会� 令和 3 年 6 月 26 日（土）� ሙᡤ：和歌山県看護協会� ኱࣍ール 
� � � � � 㸨᫖年にᘬࡁ⥆ࡁ、規ᶍを⦰ᑠࡋ和歌山県看護協会� ኱࣍ール࡛開催 

ཧຍ࡛ࡁな࠸᪉には看護協会を▱ってࡽࡶうため web ࡛ど⫈をྍ⬟ 
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ཧຍ者：会員 63 名・理事 20 名、ጤ௵≧：4,840 名（ど⫈ 36 名）合計：4,923 名�  
� （２）理事会（年 6 ᅇ） 

➨ 1 ᅇ 5/25（ⅆ）、➨ 2 ᅇ 6/30（水）、➨ 3 ᅇ 8/12（木）         
➨ 4 ᅇ 9/28（ⅆ）、➨ 5 ᅇ 12/6（月）、➨ 6 ᅇ 3/7（月） 

� （３）理事・ྛጤ員㛗合ྠ会㆟（年 2 ᅇ） 
➨ 1 ᅇ 6/30（水）、➨ 2 ᅇ 5/24（ⅆ） 

� （４）௦㆟員研修会（web）� � � �  �        � � � � � � � �           5/21（金） 
� （５）┘査（年 2 ᅇ）� � � � � � � �                      11/15（月）、5/16（月） 
� （６）施タ௦⾲者会 
� � � � � ➨ 1 ᅇ� � 10 月 16 日（土）ሙᡤ：和歌山県看護協会� � � � � ฟᖍ者� 95 名 
� � � � � � � � � � 報告ࠕ県ෆにࡅ࠾るࣁラス࣓ントᑐ⟇の⌧≧ࠖ 

報告者� ♫会⤒῭福祉ጤ員会ጤ員㛗� ➉中� Ṋ㤿� Ặ 
� � � � � � � � � � 講演ࣁࠕラス࣓ントᑐ⟇とண㜵ᑐ⟇にࡅ࠾る看護管理者のᙺ๭ࠖ 
� � � � � � � � � � � � � 講師� 日本看護協会� ཧ୚� ཭⣡� 理⥴� Ặ 
� � � � � ➨ 2 ᅇ� � 3 月 8 日～25 日 8 �ᡤ࡛開催࠿ � � � � � � � � ฟᖍ者 95 名（ᘏᩘ࡭）� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� （７）ྛጤ員会の開催 
� � ①職⬟ጤ員会 
� � � � 保健師職⬟ጤ員会� � � � � �  � � �                              7 ᅇ 
� � � � 助産師職⬟ጤ員会� � � � � � � � �                               9 ᅇ 
� � � � 看護師職⬟ጤ員会Ⅰ� � � � � � �                             �   6 ᅇ 
� � � � 看護師職⬟ጤ員会ϩ� � � � � � �                             �  11 ᅇ 
� � ②ᖖ௵ጤ員会 
� � � � ♫会⤒῭福祉ጤ員会� � � � � � �                             �   6 ᅇ 
� � � � 教育ጤ員会� � � � � � � � � � � �                              13 ᅇ 
� � � � ᗈ報ጤ員会� � � � � � � � � � � �                               7 ᅇ 
� � � � 看護研究学会ጤ員会� � � � � � � �                              12 ᅇ 
� � � � 医療安全ᑐ⟇ጤ員会� � � � � � �                             � � 6 ᅇ 
� � � � ⅏ᐖ看護ᑐ⟇ጤ員会� � � � � � � �                             � 7 ᅇ 
� � ③≉ูጤ員会 
� � � � �ちの保健ᐊ㐠Ⴀጤ員会ࡲ � � � �                             � � 3 ᅇ 
� � � � �ー事業推進ጤ員会ࢱースセンࢼ �                             � � 4 ᅇ 
� � � � 認定看護管理者教育㐠Ⴀጤ員会� � � �                             7 ᅇ 
� � � � 認定看護師フォローアップጤ員会� �                             � 4 ᅇ 
� � մその他のጤ員会 
� � � � 和歌山認定看護管理者会� � � � � �                             � 4 ᅇ 
� � � � 推⸀ጤ員会� � � � � � � � � � � �                             � 2 ᅇ 
� � � � 㑅ᣲ管理ጤ員会� � � � � � � � � � �                             1 ᅇ 
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� ２）ᗈ報 
� （１）和歌山県看護協会会報ࠕ㯮₻ࠖⓎ⾜� 年 4 ᅇ 
� � � � �ࡾよࡔーࢱースセンࢼ 年 4 ᅇ（෌掲） 
�  ージの඘実及び㜀ぴの推進࣒࣌ー࣍（２）
 

３３．．認認定定看看護護管管理理者者にによよるる看看護護管管理理者者ࡽࡽ࠿࠿のの┦┦ㄯㄯ❆❆ཱཱྀྀ（（࣍࣍ーー࣒࣒࣌࣌ーージジ））  
�ㄯࠖ┦ࡎࢁよࠕ ᅇ⟅࡛ࡲのὶࢀを෌᳨ウࡋ、ྛ施タ࡬෌᱌ෆ 
 

４４．．ᨻᨻ⟇⟇࡬࡬ののཧཧ画画  
�� �� ・・⾜ᨻࡸ県㆟会等࡬の要ᮃ 
�� �� ・・和歌山県看護連┕との連携 

 
５５．．関関係係ᅋᅋయయඹඹྠྠ事事業業ཧཧຍຍ  

��   １）関係ᶵ関のጤ員会࠾よび協㆟会等࡬のཧ画 
� � � ・学ᰯἲ人ᖹ成医療学ᅬ� 和歌山県看護ᑓ門学ᰯ入学式 � � � � � � � � � 4/8 �  （ᮾ） 

・和歌山看護実践研究センࢱー開講グᛕ� � � � � � � � � � � � � � � �  4/17�   （ᮾ） 
・和歌山県看護教育ᶵ関連⤡協㆟会⥲会                        � � �  � 4/24�   （ᮾ） 

・和歌山県福祉人ᮦセンࢱー㐠Ⴀጤ員会（᭩㠃）� � � � � � � � � � � ���4/28� ��ᯇ下��

・和歌山県医療໅務環境改善支援センࢱー㐠Ⴀ協㆟会（᭩㠃）� � � � �    5/10�  �ᯇ下���

・♫会福祉ἲ人ᜠ㈷㈈ᅋ῭⏕会支部理事会（᭩㠃）                 � � � 5/15� �  �ᮾ�� �

・日本㉥༑Ꮠ♫和歌山医療センࢱー἞㦂ᑂ査ጤ員会� 5/18,7/21,9/21,11/16,1/18,3/15   �ᮾ��  
・和歌山ᕷ新ᆺコロࢳࢡ࣡ࢼン᥋✀連⤡調ᩚ会㆟                         5/22� �  �ᮾ��

・和歌山地域྾入療ἲネット࣡ーࢡ講習会ୡヰ人会� � � � � � � � �    � 5/28�  �ᒸᐊ� 
・令和 3 年度福祉サービス㐠Ⴀ㐺ṇ໬ጤ員会ⱞ᝟ゎỴ合㆟యጤ員（᭩㠃）6/14,10/19� � �ᮾ��

・㉥༑Ꮠ和歌山医療センࢱー地域医療支援㐠Ⴀጤ員会（᭩㠃）� � � �      6/18�    �ᮾ�� �

・令和 3 年度� 和歌山県⢭⚄保健福祉協会定ᮇ⥲会� � � � � � � � �      6/21 � �ᒸᐊ��

・令和 � 年度� බ┈♫ᅋἲ人和歌山県㟷ᑡ年育成協会㏻ᖖ⥲会（᭩㠃）� ���6/22� ����ᮾ��

・➨ 12 ᅇ� 和歌山保健看護学会学術集会� ‽ഛጤ員会（web）4/14 ,6/16,7 /21, 8 /25 �ᒸᐊ� 
・和歌山県⸆事ᑂ㆟会� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �    � 7 /1�   �ᒸᐊ� 
・➨ 12 ᅇ� 和歌山保健看護学会学術集会� 理事会・評㆟員会� � � � �     7 /14�  �ᒸᐊ� 
・令和 3 年度和歌山県ዪᛶ会㆟理事会� � � � � � � � � � � � � � �      7/16�   �ᮾ��

・令和 3 年度福祉サービス㐠Ⴀ㐺ṇ໬ጤ員会➨ 2 ᅇⱞ᝟ゎỴ合㆟య� �      7/20� ���ᮾ��

・和歌山県医療ᑂ㆟会ἲ人部会� � � � � � � � � � � � � � � � � � 7/27,11/30�   �ᮾ��

・令和 3 年度� 和歌山県௓護ᬑ及センࢱー㐠Ⴀ会㆟（᭩㠃）� � � � �      7/27�   �ᮾ� 
・ᚠ環ჾ⑓ᑐ⟇推進計画� � � � � � � � � � � � � � � � � � 7/29, 11/11, 3/17 �  �ᮾ� 
・➨ 26 ᅇ和歌山県⑓㝔協会学術኱会プログラ࣒ጤ員会� � � � � � � �     8/6�    �ᮾ� 
・➨ 12 ᅇ� 和歌山保健看護学会学術集会            � � � � � � � �     8 /8�   �ᒸᐊ��

─ 18 ─



13 
 

・和歌山⭈୙全看護研究会� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 9/25, 3/6� ���ᒸᐊ��

・和歌山県看護教育ᶵ関連⤡協㆟会（web）� � � � � � � � � � � � �   10/4�    （ᮾ） 
・和歌山県❧なࡂ看護学ᰯのᐉㄋ式� � � � � � � � � � � � � � � �    10/29� �   （ᮾ） 
�ース❶式඾ࢼ・ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  �    11/2 （ᮾ・ᒸᐊ）�  
・学ᰯἲ人ᖹ成医療学ᅬ和歌山看護ᑓ門学ᰯのᡝᖗ式� � � � � � � �     11/2�  （ᯇ下） 
・和歌山地域྾入療ἲネット࣡ーࢡ講習会� （web）� � � � �    � � � � 11/7�  �ᒸᐊ� 
・➨ 26 ᅇ和歌山県⑓㝔協会学術኱会� � � � � � � � � � �  �  11/23（ᮾ・ᒸᐊ・ᯇ下） 
・➨ 13 ᅇ和歌山保健学会学術集会‽ഛጤ員会（web）� � � � � � � � 1/12,2/18�  �ᒸᐊ��

・和歌山県⑓㝔協会学術኱会企画㐠Ⴀጤ員会� � � � � � � � � � � �      1/28�    �ᮾ��

・௓護認定合㆟会� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �      2/1    � �ᮾ��

・➨ 8 ᮇ和歌山ᕷ㧗㱋者福祉計画及び௓護保㝤事業計画⟇定ጤ員会（᭩㠃）� 2/22  （ᯇ下） 
・῭⏕会理事会（᭩㠃）� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �      2/17�  � �ᮾ��

・和歌山県看護教育ᶵ関連⤡協㆟会（web）� � � � � � � � � � � � �    2/17�   （ᮾ） 
・令和 3 年度和歌山県㦵㧊⛣᳜ᑐ⟇᠓ヰ会（᭩㠃）� � � � � � � � � � � � 2 月中�（ᒸᐊ）���

・令和 3 年度和歌山県医⸆ရ安全安ᚰ౑⏝᠓ヰ会（᭩㠃）� � � � � � � � 2 月中 （ᒸᐊ）�

・➨ 9 ᅇ和歌山ᕷ㞀ᐖ者ᕪูゎᾘ調ᩚጤ員会（᭩㠃）�� � � � � � � � � � 3/24（ᯇ下）�

・令和 4 年度認▱⑕等支援事業及びⱝ年ᛶ認▱⑕ᑐ⟇支援事業者㑅定ጤ員会� 3/25� �ᮾ��

・㛗ᑑ♫会ᑐ⟇推進会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 3/29� �ᮾ��

・令和 3 年度⅏ᐖ医療ᑐ⟇会㆟（web）� � � � � � � � � � � � � � �� �  3/30� （ᒸᐊ）�  
�

２）ᚋ援・協㈶౫㢗࡬の協力� �

・➨ 8 ᅇ� 日本医療安全学会学術⥲会�

・➨ 42 ᅇ� 関すストー࣐ケア講習会�

・➨ 70 ᅇ� බ┈♫ᅋἲ人日本ࢯーࣕࢩル࣡ーカー協会全ᅜ኱会なࡽびに�

・➨ 24 ᅇ� 日本医療♫会事業学会�

� � � ・➨ 28 ᅇ� 和歌山県௓護⪁人保健施タ኱会�

� � � ・日本医療࣐ネジ࣓ント学会� ➨ 16 ᅇ和歌山支部学術集会�

� � � ・2021 年度ࠕ日本⫢⮚学会ᕷẸබ開講ᗙࠖ�

� � � ・日本ᾘ໬ჾ⑓学会㏆␥支部➨ 66 ᅇᕷẸ講ᗙ�

� � � ・⚗↮フォーラ࣒ 2021�
� � � ・➨ 8 ᅇ� 医療と会㆟の⥲合ᒎ・኱㜰�

� � � ・令和 3 年度� 福祉・௓護・保育の就職フェアࡲࡸ࠿ࢃ�

�

� � � �

�
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保健師職能委員会�

委員長：中谷� 秀美�

【Ⅰ.活動目標 】 
住民が健康で安心して暮せる地域をつくりため、保健師の連携強化・資質向上を図り、 
いきいきと元気に活動する。�  
�  

【Ⅱ.活動内容 】 
1. 職能委員会開催回数：9 回 
 
2. 三職能合同研修会(指定会場＋Ｗｅｂ研修) 

日時：令和 3 年 9 月 4 日（土）13:30~16:00 
テーマ：「地域共生社会実現に向けて」 
講演� � 講師：金川� めぐみ氏� 和歌山大学経済学部経済学科� 教授�  
シンポジウム� 座長：稲垣 伊津穂氏� 名手病院 

シンポジスト保健師職能：川井� 妙 氏�      助産師職能：永嶒� 祐加 氏 
� � � � � � � � � � � �        看護師職能Ｉ：雑賀 祐子 氏�   看護師職能Ⅱ：丸山 美智子 氏 

場所：看護研修センター� 大ホール 
受講者：91 名（内� Ｗｅｂ60 名） 

�  
3. 交流会（Ｗｅｂ研修のみ） 

日時：令和 3 年 10 月 23 日（土）13:30~16:00 
テーマ：災害時の保健活動  
講師：松本� 珠実氏� 大阪市健康局健康推進部�  
場所：看護研修センター 
受講者：36 名 
 

4. 職能集会（指定会場＋Ｗｅｂ研修） 
日時：令和 4 年 2 月 26 日（土）14:00~16:00 
テーマ： 「実践力 UP 若手を支えるための事例検討会」 
講師： 佐藤� 睦子氏� 淑徳大学看護栄養学部� 准教授�  
場所：看護研修センター� 第 1 会議室 
受講者：20 名（内� Ｗｅｂ14 名） 
 

5. その他 
①会員増に関する対策� ・保健師職能だよりの発行 1 回�  
②保健師及び看護職間の連携強化 
・協会健保和歌山、市町村保健師協議会、和歌山産業保健総合支援センターへの普及啓発を行った 
・助産師職能研修会に参加し，保助看の連携を図った。 
 

【Ⅲ.今後の課題 】 
1. 協会活動の中で，保健師職能の役割や入会メリットを伝え、ネットワークと組織強化に繋げる 
2. 新任期、中堅期、管理期等ラダーに基づき求められる保健師像の実現にむけて人材育成に取り組む 
3. 生活習慣病予・重症化予防に取り組むための看看連携及び産業保健との活動の共有をはかる。 

 

職能委員会報告
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助産師職能委員会�

委員長：沖� 婦美代� �

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 助産師のキャリアパス/助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）の普及と啓発 
2. 助産実践能力向上のためのキャリアアップ研修会の開催 
3. 地域母子保健活動の推進 
 

【Ⅱ.活動内容 】 
�   1. 職能委員会：9 回開催 

2. 助産師職能集会 
日時：令和 3 年 11 月 13 日（土）� 10:00～12:00 
テーマ：「妊娠期から育児期までの切れ目のない他職種連携を考える」 
� � � �  � ～香川県における母子支援の取り組み～ 

�   � 講師：公益社団法人日本看護協会� 助産師職能委員 
� � � � � � � 野口� 純子氏� 香川県立保健医療大学� 助産専攻科�  

対象：助産師� 保健師� 看護師    参加者：30 名 
3. 三職能合同研修会 

日時：令和 3 年 9 月 4 日（土）� 13：30～16：00 
テーマ：「地域共生社会の実現に向けて」 
講師：金川� めぐみ氏� 和歌山大学経済学部� 教授�  
シンポジウム：保健師� 助産師� 看護師からの活動報告 

4. 産科管理者交流会 
日時：令和 3 年 11 月 13 日（土）� 13:00～14:30 
テーマ：「各施設における他職種との地域連携を考える」 
対象：助産師� 産科管理者     参加者：10 名 

5. 助産師研修会 
《第１回研修会》�  

1）日時：令和 3 年 8 月 21 日（土）10:00～12:00�  
テーマ：CTG による胎児心拍モニタリング 

� � � � � 講師：中田� 久実子氏� 和歌山県立医科大学附属病院� 産婦人科医師�  
� � � � � 対象：助産師� 看護師� 助産師学生� � 参加者：43 名（ZOOM 30 名） 

 2）日時：令和 3 年 8 月 21 日（土）13:00～15:00 
テーマ：新生児フィジカルアセスメント 

� � � � � 講師：熊谷� 健氏� 和歌山県立医科大学附属病院� 小児科医師�  
� � � � � 対象：助産師� 看護師� 助産師学生    参加者：43 名（ZOOM 30 名） 

《第 2 回研修会》�  
1）日時：令和 4 年 2 月 19 日（土）10:00～12:00�  

テーマ：緊急時の対応� ～母体急変時の初期対応の原則・母体急変への対応の実際～ 
� � � � � 講師：山西� 恵氏� 日本赤十字社和歌山医療センター� 産婦人科医師�  
� � � � � 対象：助産師・看護師・助産師学生� � 参加者：37 名 

6. 近畿地区助産師合同研修会 
日時：令和 3 年 12 月 11 日（日）10:00～12:30 
テーマ：「母子のための地域包括ケア推進� 助産師ができること」 
グループワーク：コロナ禍での取り組み、助産師外来・院内助産、助産師出向システム 
産後ケア事業、アドバンス助産師の役割、産科混合病棟� ユニットマネジメントについて 
情報共有 

� � �   参加者：近畿地区� 助産師職能委員 
 
【Ⅲ. 今後の課題 】 
� 助産実践能力向上のためのキャリアアップ研修会の開催を継続する。 
「母子のための地域包括ケア病棟」の普及・推進に向け、各施設の現状と課題について情報収集を行うと共

に、アドバンス助産師交流会を開催し、アドバンス助産師の活動を通して、各施設、及び和歌山県下の地域

の実情に即した、妊産婦や母子に必要な支援の提供体制が整えられるよう活動を行う。 
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看護師職能委員会Ⅱ�

委員長：東� るみ子� �

【Ⅰ�活動目標】�

1. 介護・福祉施設・在宅領域（診療所も含む）の看護の質の向上と連携 
2. 地域包括ケアシステムの推進に向けたネットワークづくり 
3. 三職能の連携強化 
4. 看護協会活動の PR を行い施設・在宅領域の協会員の増員を図り看護師職能の組織強化を図る 

【Ⅱ�活動内容】�

1. 委員会開催回数：10 回 
2. 介護・福祉施設・在宅領域（診療所も含む）の看護の質の向上と連携について 

1)看護師職能ⅠⅡ合同集会�  
日時：令和 3 年 9 月 4 日（土）� 10:00～12:00�   
テーマ：「病院と地域をつなぐ看-看連携」 
講師：角田� 直枝氏� 茨木県立中央病院� 看護局長�  
場所：Web 及び看護研修センター 

2)看護師職能Ⅱ研修 
日時：令和 3 年 12 月 11 日（土）13:30～16:00� � 場所：看護研修センター�  
テーマ：エンドオブライフ・ケア『最期まで自宅で過ごしたいと願う全ての人の思いにこたえるために』 

�         講師：平原� 優美氏� あすか山訪問看護ステーション   
場所：Web 及び看護研修センター 

�       3)各研修会で「訪問看護及び介護施設等の看護管理者研修プログラム DVD」を流す 
介護・福祉施設・在宅領域（診療所も含む）の看護の質の向上と連携 

�           各研修会会場での待ち時間に DVD を視聴する 
3. 地域包括ケアシステムの推進に向けたネットワークづくりについて 

1)訪問看護連絡協議会との合同研修の開催 
テーマ：LIFE～病気と共に生きる～  

日程：令和 3 年 11 月 20 日（土） 
講師：古川� 嘉代氏� 有田市立病院訪問看護ステーション   

高塚� 美都里氏� 訪問看護ステーションフロムハート�  
場所：Web 及び看護研修センター 

2)高齢者ケア施設看護師交流会 
日時：令和 3 年 10 月 22 日（金）13:30～16:00�   
テーマ：「介護施設の管理者のマネジメント」 
講師：沢田� 淳子氏� 愛知医科大学看護学部� 助教�  
場所：Web 及び看護研修センター 

4. 三職能の連携強化について 
1)三職能合同研修会 

日時：令和 3 年 9 月 4 日（土）13:30～16:00 
テーマ：地域共生社会実現に向けて （講演会とシンポジウム） 
講師：シンポジストは各職能で選出 
場所：Web 及び看護研修センター 

5. 看護協会活動の PR を行い施設・在宅領域の協会員の増員を図り看護師職能の組織強化を図るについて 
1)各研修で看護協会のパンフレットを配布し、活動をＰＲし入会促進を図る 
2)黒潮に「看護師職能委員会活動報告」を掲載�
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伊都地区支部�
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地区支部報告
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那賀地区支部�

支部長：� 岡田� 樹美�

【Ⅰ.活動目標】 
1. 研修会および支部活動を通じて地域全体における看護の質向上を目指し、地域連携に貢献する 
2. 地域住民の健康増進のための活動を行う。 

 
【Ⅱ.活動内容】 

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者 
数 

その他（参加者の反響・

主催者の感想）� �  

1 日まちの 
保健室 

啓発活動 
感染対策グッズ配布（ﾒｯ
ｾｰｼﾞ付） 

地域住民 

5 月 9 日

（日） 
～1 週間 
 

役員 
2 名 

地域保健所・病院・保育
園・店舗等の協力を得
た。 

地区支部集会 
第 1 回研修会 

 

令和 3 年度事業報告 
－チャレンジ Web 研修

－ 
テーマ：新型コロナウイ

ルス対策 
講師：永﨑� 昌枝 
那賀病院� 感染管理認定

看護師 

会員 
非会員 

7 月 10 日

（土） 
13：30～
15：00 

 

52 名 
参加者の興味関心が高
く、実践への活用の参
考になったとの意見が
多く聞かれた。 

老人看護 
月間事業 

出前健康チェック 
体重・身長・体脂肪・骨密

度測定等予定 
地域住民 

 
10 月 
 

 
紀の川市文化祭に参加
予定 
感染拡大にて中止 

第 2 回研修会 

テーマ：レジリエンス 
Ɇ予測不能な時代に必要

なしなやかなこころー 
講師：江口智子 
（ナースナレッジ代表） 

会員 
非会員 

11 月 20
日（土） 
13：30～
15：00 

39 名 

7 月研修後アンケート
において、職員が元気
になる研修を希望する
意見もあり開催した。 
研修参加者からはしな
やかなこころに向けたﾋ
ﾝﾄがもらえたとの意見
が多く聞かれた。 

支部役員会 

4 月（中止） 
9 月 
3 月 
研修会および施設代表者

会議終了後の合計 6 回 

役員 

4 月 30 日 
5 月 26 日 
7 月 3 日 
10 月 15
日 
2 月 22 日 

のべ 15
名  

施設代表者� �
会議 看護協会長より報告等 施設代表

者 3 月 9 日 8 名  

 
【Ⅲ.今後の課題】 

1. 社会状況・地域ニーズに合わせた適切で柔軟な地区活動継続による地域住民の健康推進 
2. 社会状況・地域ニーズに合わせた適切で柔軟な地区活動継続による会員研修の充実 
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和歌山地区支部�

支部長：芝瀧� ひろみ�

【Ⅰ.活動目標】 
1. 地区支部活動を通して、地域住民の看護協会への理解を深める 
2. 地区支部会員に対して、必要な情報を提供する 
3. 地区支部会員に対して、看護実践の現場に生かせる研修会を実施する 
 

【Ⅱ.活動内容】 

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者
数 

その他（参加者の反響・主催者
の感想） 

看護の日事業  地域 
住民 

  中止 

第 1 回研修会  会員 
非会員 

  中止 

老年看護月間

事業 
1 日まちの 
保健室 

骨密度測定 
血流測定 
物忘れチェック 
健康・介護相談 

地域 
住民 

  中止 

第 2 回研修会 

｢見直そう！感染対策｣ 
太田� 岳志先生 
和歌山労災病院�  
感染管理認定看護師 

会員 
非会員 

11 月 6
日（土） 

52 名 

過剰な感染対策をせずに本当に
必要な予防策をきちんと行うた
めの内容と、COVID-19 関連に
ついて学んだ。参加者からは「感
染対策についてわかりやすかっ
た」「コロナのこともよく理解
できた」「まだコロナが終息し
たわけではないので参考になっ
た」など意見があった。参加者
の 95%が職場で活用できる・で
きそうだと回答した。 

支部役員会 理事会報告 
支部活動計画・評価 

役員 6 回 6 名  

施設代表者� �
会議 

日本看護協会の動向 
和歌山県看護協会事業
報告等 

施設代
表者 

3 月 25
日（金） 27 名  

 
【Ⅲ.今後の課題】 

1. 活動を通して地域住民の健康保持増進に努めるとともに看護協会活動を周知する。 
2. 地区支部会員に限らず他職種や非会員も研修への参加を働きかけ、連携を深めるとともに地域の看護 
の質向上につとめる。 

 
 

─ 26 ─



海南・海草地区支部�

支部長：� 清水� 多津子�

【Ⅰ�活動目標】�

魅力的な研修会を企画し、会員・非会員に参加を呼びかけ、地域の看護の質の向上を目指すとともに

会員数の増加を図る�

�

【Ⅱ�活動内容】�

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者
数 

その他（参加者の反響・主
催者の感想）� �  

1 日まちの�  
保健室 

骨盤体操 
看護の日のアピール 

地域 
住民 

令和 3 年 
5 月 15 日 
海南
nobinos 

 新型コロナ感染症対策のた
め中止 

第 1 回 
地区支部研修会 

講演「排泄について」 
講師� 恵友病院 

小川隆俊先生 
実践発表� 3 名 

会員 
非会員 

令和 3 年 
6 月 19 日 
看護研修 
センター 

74 名  

令和 3 年度 
地区支部集会 

令和 2 年度活動報告 
令和 3 年度事業計画報
告 

会員 
令和 3 年 
6 月 19 日 
看護研修 
センター 

  

老人看護� �  
月間事業 未定 地域 

住民 未定  新型コロナ感染症対策のた
め中止 

第 2 回 
地区支部研修会 

未定 
 

会員 
非会員 未定  新型コロナ感染症対策のた

め中止 

地区支部役員会 
理事会報告 
支部活動計画 
活動評価 

役員 

令和 3 年 
4 月 21 日 
8 月 25 日 
9 月 30 日 
令和 4 年 
1 月 21 日 

  

施設代表者� �
会議 

日本看護協会の動向、和
歌山県看護協会の事業
報告、施設からの要望等 

施設 
代表者 

令和 4 年 
3 月 8 日 12 名  

�

【Ⅲ.今後の課題】 
1. 時勢を踏まえ、地域住民と会員のニーズに対し、期待に応えられる活動を計画・実施していく 
�

�
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有田地区支部�

支部長：小原� 喜代子�

【Ⅰ.活動目標】 
1．看護協会の活動を通して、地域住民に看護職への認知、理解を深める。 
2．広報活動等により新会員の増加に努める。 
 

【Ⅱ.活動内容】 

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者
数 

その他（参加者の反響・主催者の感
想）� �  

1 日まちの�
保健室 

新型コロナウイル
スのため中止     

老人看護� �
月間事業 

新型コロナウイル
スのため中止     

第 1 回研修会 

ZOOM 研修 
ストレスとセルフ

ケア 
Ɇ自分のことを大

切にする時間を持

とう－ 
和歌山県立こころ

の医療センター�

臨床心理士/公認心

理師�  
福井� 麻由先生 

会員 
7 月 10 日

(土) 
51 名 

新型コロナウイルス感染症により、 
日常業務が多忙になっている。その
上に自粛や行動制限等により、スト
レス解消が困難になっている。 
今回、自己のストレスについて知
り、ストレス解消に有効なリラクゼ
ーション等の実演もあり、今後に活
かせる研修であった。 

第 2 回研修会 看護研究・看護実
践紙面発表 会員 令和 4 年 

2 月  
発表会を計画していたが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大のため、抄録
（集録）とパワーポイントの掲載し
た冊子の配布とした。 

支部役員会 
理事会報告 
事業計画 
現状情報交換 

役員 
7 月 10 日 
2 回は誌面
会議 

 
今年度は、新型コロナウイルス感染
拡大により、参集の役員会が 1 回の
みとなってしまった。 

施設代表者� �
会議 

日本看護協会の動
向 
和歌山県看護協会
からの報告・連絡�
等 

役員 
施設 
代表者 

令和 4 年 
3 月 22 日 8 名  

 
【Ⅲ.今後の課題】 

1．地域での多職種との連携を強化し、看護を通じて地域の医療・保健・福祉の向上 
新型コロナウイルスの影響で、地域住民対象のイベントの計画が困難であり、代替え計画が必要 

� 2．看護の質向上を共にめざすことのできる会員の増加 
3. 会員のニーズを捉えた、魅力ある研修会の実施 

ZOOM 研修を取り入れる等、感染対策も重要 
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日高地区支部�

支部長：� 鳥淵� 和美�

【Ⅰ.活動目標】 
1. 活動を通して、地域の保健・医療・福祉の連携を深め、地域住民とのつながりをひろげる。 
2. 会員数の増加を目指し、看護の質向上をはかる。 

 
【Ⅱ.活動内容】 

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者
数 

その他（参加者の反響・主催者の感
想）� �  

1 日まちの�
保健室 

「看護の日」PR 
グッズ配布 

地域 
住民 

5 月 15 日 
（土） 中止 新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止 

地区支部集会 
・令和 2 年度事業
報告 
・令和 3 年度事業
計画 

会員 7 月 17 日
（土） 24 名  

第 1 回研修会 

・テーマ「ハラス
メント」 
・講師 株式会社ケ
ーエスケー監査・
法務コンプライア
ンス担当  
菊辻 英人先生 

会員 
非会員 

7 月 17 日 
（土） 29 名 

事例の内容が具体的で分かりやす
かった。 
ハラスメントは日常的によく聞く
言葉であるが、人それぞれの受け止
めに注意が必要と理解したなどの
意見がありました。 

老人看護月間
行事    中止 新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止 

第 2 回研修会 

・テーマ「現場で
いかせる� スキン
ケア」 
・講師� 認定看護
師 

会員 
非会員 

2 月 12 日 
（土） 中止 新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止 

役員会 4 回 役員 8 名   

施設代表者会
議 

日本看護協会の動
向 
和歌山県看護協会
事業について 
各施設代表者から
の質問・要望 

 
地区支
部施設
代表者 

3 月 23 日 
（水） 9 名  

 
【Ⅲ.今後の課題】 

1. 支部活動を通して、地域住民の健康保持増進につとめる。 
2. 研修会を企画するにあたり、多くの参加を働きかけ会員数の増加に努める。 
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新宮・串本地区支部�

支部長：栗原� 久美子 
【Ⅰ.活動目標】 

1. 地区支部活動通じて各施設の連携を深め、地域の看護の質向上に努める。 
2. 地区支部研修会の充実を図り、会員増に繋げる。 
 

【Ⅱ.活動内容】 

事業名 事業内容 対象者 開催日 参加者
数 

その他（参加者の反響・主催者
の感想）� �  

1 日まちの�
保健室 

血圧測定・体脂肪
測定・健康相談等 

地域�
住民 

5/8（土）�
予定  コロナウイルス感染拡大に伴

い、中止 

老人看護� �
月間事業 

血圧測定・体脂肪
測定・健康相談等 

地域� �
住民 11 月予定  コロナウイルス感染拡大に伴

い、中止 

第 1 回 
研修会 

新宮市立医療セン
ター感染管理室 
感染管理認定看護
師 
二河� 良成先生� � � � �
「新型コロナ感染
症の院内・施設等
における感染管
理」 

会員 12/18（土） 43 人 

コロナ感染症患者を受け入れて
いる病院在籍の感染管理者の講
義であったため、院内感染発生
時の対応や初動を効果的に行う
ことの大切さが理解でき有意義
な情報を得られた。 

支部役員会 理事会報告 
地区支部事業運営 

支部�
役員 

8/23（火） 
10/6（木） 
12/26（月） 
2/22（火） 

  

施設代表者� �
会議 

日本看護協会の動
向、令和 3 年度事業
経過報告等 

施設代
表者 3/11（金） 9 名  

 
【Ⅲ.今後の課題】 

1. コロナウイルス感染症拡大における研修会の方法の検討を行う。 
2. 地区支部活動を通じて各施設の連携を深め、地域の看護の質向上に努める。 
3. 地区支部活動を通じて連携を深め、新会員の増加に努める。 
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社会経済福祉委員会�

委員長：竹中� 武馬� � �

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 看護職がいきいきと働き続けられる職場作りを目指した働き方改革について考え、各職場で実践す

るための支援をおこなう。 
2. 看護職への禁煙推進活動を継続する。� �  
 

【Ⅱ.活動内容 】 
1. 今年度は、県内各病院におけるハラスメント対策等について調査をして、働きやすい職場の構築に

向けた取組みをおこなった。 
2. 委員会開催回数：6 回�  

1) 第 1 回社会経済福祉委員会開催（5 月 21 日） 
・オリエンテーション 
� 2021 年度の活動計画、活動目標、活動内容の確認 
・ハラスメントに関するアンケートの回収・集計を実施 （検討内容・活動内容） 

2) 第 2 回社会経済福祉委員会開催（7 月 9 日） 
・ハラスメントに関するアンケート調査の分析。 
・黒潮掲載記事の内容検討 

3) 第 3 回社会経済福祉委員会開催（9 月 10 日） 
・施設代表者会での報告の資料作成（県内におけるハラスメント対策の現状） 

      ・黒潮掲載分の資料作成 
・次年度の活動計画の検討 

4) 第 4 回社会経済福祉委員会開催（10 月 8 日） 
・施設代表者の調査報告書（県内におけるハラスメント対策の現状）の修正 
・施設代表者会にて「県内におけるハラスメント対策の現状」を発表 

�            参加者から「和歌山県の現状と先生（友納理緒氏）の講演とつながっていて、�  
�            現状を知り対策に必要な知識を得ることができました。」などの意見があった 

5) 第 5 回社会経済福祉委員会開催（1 月 14 日） 
・看護職の喫煙についての実態調査� アンケートについての内容検討 

�            アンケートの対象・質問項目など 
6) 第 6 回社会経済福祉委員会開催（2 月 18 日） 

・令和 3 年度の活動報告の作成 
・次年度の活動計画の作成（案） 
・看護職の喫煙についての実態調査� アンケートの作成 

3．看護職の禁煙推進活動 
今年度は新型コロナウイルス感染拡大のため全国禁煙アドバイザー育成講習会の実施も見送ら

れるなど、看護職の禁煙対策についての活動は実施できなかった。 
 

【Ⅲ.今後の課題 】 
看護職への禁煙推進活動を継続し、少しでも看護職の喫煙率を減少するための取り組みが必要である。

次年度の活動で看護職の喫煙についての実態調査を実施予定。 

常任委員会報告
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教育委員会�

委員長：久保� 乃英� �

【Ⅰ．活動目標 】 
1. 看護専門職としての生涯学習を支援し、変容する地域・社会のニーズに応え、質の高い看護実践能力

を養うために必要な教育研修の企画・立案・運営および評価を行う。 
【Ⅱ. 活動内容 】 

1. 委員会開催回数：12 回 
1) 研修の企画・運営・評価および立案 
2) 感染防止対策、Zoom を利用した研修会の運営方法についての検討 
3) 県下看護職を対象とした「県下看護職が有する学習ニード」に関する調査活動 

2. 「新人を育成する教育」における 5 テーマに対して、看護研修センターにて 5 回開催した。 
3. 「ジェネラリストを育成する教育」における 28 テーマに対して、看護研修センターにて 22 回、Big-

U にて 6 回開催した。 
4. 「管理者を育成する研修」における 7 テーマに対して、看護研修センターにて 6 回、Big-U にて 1 回

開催した。 
5. 「潜在看護職員復職支援研修」における看護技術指導担当を 2 回（看護研修センターにて 1 回、Big-

U にて 1 回）開催した。 
6. 「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」を考慮し、各研修を開催した。 
7. 令和 4 年度新人技術研修に使用するチェックリストの修正と物品の管理を行った。 
8. 県下看護職が有する学習ニードに関するアンケート調査を実施し、調査結果についての報告書を作成

した。 
9. まとめ 

2022 年度の研修企画にあたり、令和 3 年度重点事業内容、過去数年間に開催してきた研修内容、

2021 年度の研修受講者から得られたアンケート結果等を考慮し検討を重ねた。本年は「県下看護職が有

する学習ニード」に関する調査を行った。調査結果は、研修テーマに関する要望の他、web 研修の拡大

や臨地研修の開催など、研修開催方法に関する要望があった。2023 年度の研修企画にあたり、従来から

の検討内容と、県下看護職の有する学習ニードに関する調査の結果を加えてより多角的に検討すること

ができるようになった。 
研修運営について、Covid-19 感染症流行の影響を受け、当初予定していた開催方法から変更する状況

（講師、研修生のリモート参加への変更等）がしばしばあった。「県下看護職が有する学習ニード」に関

する調査では web 研修の開催機会の拡大に関するニードが大きいという結果が得られた。その理由につ

いては感染対策だけにとどまらず、和歌山県の南北に長い地形や研修に参加しにくい就業状況による研

修生の負担の大きさが一因であるとの調査結果が得られた。今後の課題として、web 研修の機会拡大と

あわせて web 研修開催におけるよりよい体制の整備をすすめることと考えた。 
本年度に実施した県下看護職が有する学習ニードに関する調査では回答者が 627 名であった。回答者

の属性の内訳を分析すると県下看護職全体が有する属性の割合と比較し偏りがあった。本調査結果を受

けより県下看護職の学習ニードを反映できる調査方法について検討した上で調査を重ねる必要がある。 
【Ⅲ. 今後の課題 】 

1. 県下看護職の学習ニードにあった研修（web、臨地研修など）開催についての検討 
2. 新しい研修方式（web 研修など）の開催におけるよりよい体制の整備 
3. 県下看護職の学習ニードについての把握 
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広報委員会�

委員長：川口� 佳代� �

【Ⅰ. 活動目標】 
1. 和歌山県看護協会の動向、最新の情報をタイムリーに提供 
2. 読者参加型の会報誌づくり 
3. 会員サービスの充実・向上のための広報活動 

 
【Ⅱ．活動内容】 

1. 原稿依頼の都合のため、当初予定していた 8 月の会議開催が中止となり開催予定を変更した。年間 
7 回の会議を開催した。 

2. 和歌山県看護協会会報「黒潮」を 4 回発行した。（第 155 号～158 号） 
3. 和歌山県看護協会の動き、「地域連携のコーナー」、「訪問看護ステーションだより」、「医療安全数

珠つなぎ」などのコーナーを継続した。 
4. 「感染管理認定看護師による感染管理」についてのトピックスを 1 年間（合計 3 回）のシリーズ化 
で掲載した。 

5. 表紙写真を My hospital 掲載施設に依頼した。 
6. 全体的により見やすい紙面作りに努めた。 

 
【Ⅲ．今後の課題】 

1. 「黒潮」がより読者参加型の紙面となるよう、意見・要望を広く読者の方に求めたい。方法として、 
プレゼントコーナーのアンケート部分に、今後紙面に掲載して欲しい内容等を記載していただくこ 
とも検討していきたい。 

2. 和歌山県看護協会の更なる充実・発展のためには、会員数の維持・獲得は大きな課題である。方法

として「黒潮」やホームページで、協会の魅力や取り組みをアピールしたい。 
3. 紙面の内容をより読者が興味を持てるよう検討していきたい。 

� � � ・特定分野について 3 回（1 年間）シリーズでの掲載を継続し、知識を深めるために活用していき 
たい。 

� � � ・各病院や施設の取り組んでいる最新の情報を記載依頼するなどの取り組みを行いたい。 
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看護研究学会委員会�
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医療安全対策委員会�

委員長：西� あづさ� �

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 医療安全管理者の養成 
2. 医療安全管理者養成研修修了者のスキルアップ 
3. 医療安全に対する意識の向上を推進 

  
【Ⅱ.活動内容 】 

1. 委員会開催回数：6 回 
2. 医療安全管理者養成研修の開催 

日本看護協会主催の医療安全管理者養成研修に伴う集合研修の協力 
令和 3 年 12 月 10 日（金） 

� テーマ「安全文化の醸成」 
講師� 中山� 美代子氏� 和歌山県立医科大学附属病院� 医療安全推進部次長�  

3. 医療安全管理者養成研修修了者に対するフォローアップ研修の開催 
� 令和 4 年 1 月 14 日（金） 
� テーマ「前向きな医療安全管理への転換� ～医療安全へのポジティブアプローチ」 
� 講師� 辰巳� 陽一氏� 近畿大学附属病院� 病院長補佐� 医療安全対策室長�  

4. 和歌山県看護協会主催の医療安全研修を 3 回実施。 
 
 
 
 

5. 医療安全に対する意識の向上を推進 
� � � � 和歌山県看護協会ホームページ「医療安全情報」に各医療機関における医療安全への取り組みを掲載、

令和 3 年度は 4 回更新した（平成 26 年より 27 回更新） 
掲載月日 施設名 テーマ 
令和 3 年 4 月 1 日 新宮市立医療センター コロナ禍の中、病院間における医療相互チェック 

（リモート会議でつないだ医療安全対策地域連携） 
令和 3 年 8 月 1 日 貴志川リハビリテーシ

ョン病院 
病院内ラウンドを取り入れた医療安全の取り組

み 
令和 3 年 11 月 1 日 中谷病院 品質管理システムを取り入れた 

当院の医療安全の取り組み 
令和 4 年 3 月 1 日 琴の浦リハビリテーシ

ョンセンター 
リハビリテーション医療における安全管理 
～誤嚥予防の対策について～ 

 
【Ⅲ.今後の課題 】 

1. 日本看護協会主催の医療安全管理者養成研修の協力 
2. 和歌山県看護協会主催の医療安全研修を実施し、医療安全に対する基本的知識・技術を向上させる 
3. 医療安全文化の醸成を図るために看護管理者に対する研修を実施する 

開催月日 担当講師 研修会名 
令和 3 年 6 月 7 日 長谷川� 剛 医療安全とエンジニアリング 
令和 3 年 9 月 14 日 楠本� 茂雅 自部署で役立つ医療安全 
令和 3 年 10 月 15 日 宮崎� 浩彰 医療安全� � チーム STEPPS 
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災害看護対策委員会�

委員長：向� 友代� � �

【Ⅰ.活動目標 】 
1．災害支援ナースの育成と登録推進の継続 
2．災害発生時派遣システムの構築 
3．災害物品の管理 

 
【Ⅱ.活動内容 】 
� 1. 委員会開催回数（計 7 回） 

2. 災害支援ナースの育成と登録推進の継続 
�  � 1）研修：  
� �   � ①� 日時：7 月 26 日、7 月 27 日 

テーマ：災害看護 JNA 収録 DVD 研修� 災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～ 
講師：DVD 研修�         � 参加者数：25 名 

� � �    ②� 日時：9 月 18 日、9 月 19 日 
テーマ：災害看護Ⅱ� 〜今、考えよう！巨大地震への備え〜�  
講師：山﨑� 達枝氏� 長岡崇徳大学� 災害看護/国際看護学� 准教授 
場所：看護研修センター� � 参加者数：25 名 

� � �    ③� 日時：11 月 29 日 
テーマ：災害フォローアップ研修〜日常と災害をつなぐパラレルな活動を目指して〜 
講師：黒澤� 和子氏� 東京都看護協会所属、Hospitality Support 和心� 代表 
場所：看護研修センター� � 参加者数：22 名 

� �   � ④� 日時：6 月 19 日 
テーマ：管理者研修～平時から備える災害時の思考やマネジメントについて～ 

� �     講師：黒澤� 和子氏� 東京都看護協会所属、Hospitality Support 和心� 代表 
場所：看護研修センター� � 参加者数：15 名 

� � � 2）災害支援ナース登録者数�  � 令和 3 年 12 月 15 日時点：147 名 
� 3．災害発生時派遣システムの構築 

� � � 1）災害看護支援マニュアルの見直し 
� �    � ①� 日看協災害合同訓練� � � � 日時：11 月 9・10・11 日 
� �  �   ②� 和歌山県内災害支援ナース派遣訓練� � � 日時：1 月 21 日 
� � � �  �   災害看護支援マニュアルを活用した災害支援訓練の実施及びマニュアルの見直し� �  

4. 災害物品の管理 
� � � 1）災害携行物品保管場所の整備 
� � � �  看護協会職員が災害時、スムーズに貸し出し手続きが行えるよう書類の準備及び配置図を作成 

2）災害携行物品の定期点検 
� � � �  携行物品の管理チェック� ⇒� 5 回/年実施 
 
� 【Ⅲ.今後の課題 】 

1. 災害支援ナースの育成と登録推進の継続：管理者研修の実施による災害支援ナースの育成推進 
2. 災害発生時派遣システムの再構築：県内発生の災害を想定した訓練より評価及び修正 
3. 災害物品の管理：運用方法の共有 
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まちの保健室運営委員会�

委員長：藤原� 昌子�

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 「まちの保健室」開催の定着化を図り、地域住民の健康意識と看護協会活動の理解を高める。 
2. � 地域住民の生活習慣見直しのきっかけづくりや改善に向けての支援ができる。 
3. � 高校、短大や看護の日のイベント等での開催を通じて、看護への関心を高め人材育成につなげる。 

 
【Ⅱ.活動内容 】 

1. 委員会開催回数： 6 回予定のところ実施は 3 回となった。� （原則）13：30～17：00 
1) 「まちの保健室」・「健康チェック事業」アンケート集計と反省 
2)� 次回開催計画 
3)� 要望や意見の検討 

2. 「まちの保健室」・「健康チェック事業」予定開催回数：7 回� 実績：0 回 
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、活動実施できず中止しました。 

3．まとめ 
令和 3 年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、予定していた活動はすべて中止となった。現在、

新型コロナウイルス感染者数は減少してきてはいるが、令和 4 年度は感染対策を徹底したうえで活動

が行えるようにしていく。 
 

【Ⅲ.今後の課題 】 
1. 新型コロナウイルス感染拡大を防止したうえで、安全な活動の実施。 
2. 新しい生活様式に沿った活動内容を検討し、実施する。 
3. 次年度も高校や短大での開催を計画し看護への関心を高めることで人材育成につなげていく。 

 
 

特別委員会報告
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ナースセンター事業推進委員会�

委員長：亀井� 美都子�

【Ⅰ.活動目標 】 
ナースセンター事業（看護職員の就業促進と確保及び離職防止対策のため、県行政やハローワーク等との 
連携を密にし、再就業者の増加を図ると共に、看護職員の資質の向上を図る）の企画・運営に協力する。 
 

【Ⅱ.活動内容 】 
1．ナースセンター事業推進委員会の開催 

� � � �  年 5 回� （うち 1 回書面会議） 
2．再就業促進研修会（ナースの輝く人生応援交流会）の開催�  

11 月 9 日（火）10 名参加（対面 7 名、Web 視聴 3 名） 
3．「看護の日」の記念事業（ナースデイフェスタ和歌山）に開催 

� � �  � 5 月 1 日（土）45 名参加（高校生 35 名、一般・医療職 10 名） 
4．ナースセンター事業の活性強化及び就業促進 

� � � 1)未就業看護職員の再就業促進と登録推奨�  
� � � � � ①求職者と求人施設にナースセンターの周知促進とナースセンターが運営する無料の求人求職サ

イト（e ナースセンター）への登録推奨� 443 件 
� � � � � ②看護職に届出制度（とどけるん）の周知促進と登録推奨 

223 件� 総数 1261 件 
� � � 2)看護に関心のある対象者に看護についての情報を提供�  
� � � � � � 就職説明会年 2 回� ń中止 
� � � 3)求職者と求人施設の動向を知り、きめ細やかな対応と連絡調整 
� � � � � � 施設訪問� ń中止 
� � � 4)ハローワークに於いて「ナースのお仕事相談」への協力 

45 回開催� 40 人（実数 38 人）� 就業者数� 実数 20 人 
5．その他関連事業に協力参加�  

� � � � �   まちの保健室� ń中止 
 
【Ⅲ.今後の課題】 

1. ナースセンター事業の普及及び啓発  
�   2. 相談窓口の充実 

3. 潜在看護職員の届出制度の普及及び啓発 
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認定看護管理者教育運営委員会�

委員長：小松� 香世美�

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 認定看護管理者教育課程（ファーストレベル・セカンドレベル）の実施および改善のための検討を 

おこない、教育課程の充実と推進を図る。円滑な研修の運営をおこない、評価を行い次年度に活かす。 
 

【Ⅱ.活動内容 】 
1. 委員会開催回数：7 回� （うち 1 回は閉講式と同日に開催した） 

1) 認定看護管理者教育課程開講式および閉講式運営 4 回 
2) 認定看護管理者教育課程（ファースト・セカンドレベル）開催について、講義は大ホールで、机

1 台に受講者 1 名とし、受講生は検温、マスクの着用、公開講座は行わないとした。 
状況により対面、遠隔講義の双方の可能性がある為、オンライン環境は zoom を使用した。 
各自 wi-fi 環境を整えておくようオリエンテーションし、開講式に zoom 操作を確認した。 

3) 認定看護管理者教育課程（ファーストレベル）の受講者募集、受講者決定、カリキュラム改定に

伴う研修内容の詳細検討、修了者の確定。新型コロナウイルス感染拡大のため令和 2 年度の開催

が中止となったこともあり、応募者数が 76 名と例年になく多数の応募となった。選考基準を基

に上限枠 55 名の受講を決定した。その後、自己都合により 1 名が受講を辞退した。今年度は講

師 1 名がオンライン講義となった。欠席・遅参や zoom による在宅での受講はあったが出席時間

は確保され、全受講生 54 名の修了を認定した。 
4) 認定看護管理者教育課程（セカンドレベル）の受講者募集、受講者決定、新型コロナウイルス感

染拡大に伴う教育機関における授業形態の変更に関する研修開催方法の詳細検討、カリキュラム

改定に伴う研修内容の検討、修了者の確定。19 名の応募があり、19 名の受講を決定した。 
今年度は 4 名の講師がオンライン講義となった。うち 1 回は講師の希望により個別パソコン（在

宅）での受講となった。受講者全員をパソコン画面一覧表示で確認し時間数の承認をした。 
欠席・早退・遅参はあったが出席時間は確保され、全受講生 19 名の修了を認定した。 

5) 令和 2 年度セカンドレベル修了者の看護管理実践報告会運営 
6) 令和 3 年度研修評価、令和 4 年度ファーストレベル・セカンドレベルの学習要項、講師の選定 

2. 令和 3 年度認定看護管理者教育課程ファースト・セカンドレベルの開催 
日時：令和 3 年 6 月 11 日(金)～12 月 1 日(水) 
場所：和歌山県看護研修センター� 参加者数� ファーストレベル：54 名� セカンドレベル：19 名 

3. 令和 2 年度セカンドレベル教育課程修了者による看護管理実践報告会 
日時：令和 4 年 4 月 9 日(土)� 13：30～16：30� 開催予定 
場所：和歌山県看護研修センター� � � オンライン 

4．まとめ 
コロナ禍での開催であったがオンラインを取り入れながら、ファースト・セカンドレベルともに予定

通り開催した。今回は講師による遠隔講義だけでなく受講者も在宅で受講する経験をした。また、オ

ンラインによる研修のスムーズな運営に重点を置くため公開講座の募集は中止した。その後の活動計

画についても、受講形態や研修開催の方法等を委員会で検討しながら運営し、評価を令和 4 年度学習

要項に反映したため、概ね目標は達成されたと考える。委員会では、先の見えない現状の中で、効果

的な研修とするためにどうしていくかを議論することが多くあった。 
【Ⅲ.今後の課題 】 

1. 認定看護管理者教育課程運営の注意事項に沿って検討 
1) 受講者選定方法の見直し 

� � 2．認定看護管理者教育過程研修に関わる支援者に対するオリエンテーション内容の検討。 
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認定看護師フォローアップ委員会�

委員長：日置� 真弓�

【Ⅰ.活動目標 】 
1. 和歌山県内に在籍する認定看護師・和歌山県看護協会救急看護認定看護師教育課程修了生が、認定看

護師として自律して日々の活動が実践できるよう支援する 
 

【Ⅱ.活動内容 】 
1. 委員会開催回数： 4 回�  

1) 認定看護師フォローアップ研修の企画 
2) 認定看護師フォローアップ研修の準備及び次年度の企画検討 
3) 活動評価及び次年度の研修会の企画 

2. 認定看護師フォローアップ研修 
日時：9 月 20 日（月）13 時～17 時 
テーマ：「和歌山県における COVID-19 への対応と今後の課題」 
講師：中� 大輔氏� 日本赤十字社和歌山医療センター� 神経救急部部長� 院長補佐�  

太田� かおり氏� 和歌山労災病院� 感染管理認定看護師� �  
保脇� 佳奈恵氏� 済生会和歌山病院� 救急看護認定看護師�  
亀井� 里奈氏� 紀州リハビリケア訪問看護ステーション�  

場所：看護研修センター 
参加者：58 人 

 
【Ⅲ.今後の課題 】 

1. 和歌山県内の認定看護師が、分野を超えてネットワークを作ることができる 
2. 認定看護師として自律して活動できるように、情報共有や問題解決の場をつくる必要がある 
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和歌山認定看護管理者会�
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その他の委員会報告
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ᅋሢࡢୡ௦ࡀ 75 ṓ௨ୖࡿ࡞࡜ 2025 ᖺࠕࠊࡅྥ࡟ຠ⋡ࡘ࠿㉁ࡢ㧗࠸་⒪ᥦ౪యไࡢᵓ⠏ࠖ࡜

ேཱྀῶᑡ࣭㧗㱋࡞୰㛗ᮇⓗࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞࡜ㄢ㢟ࡢᛴົࡀᵓ⠏ࠖࡢ࢔ࢣᆅᇦໟᣓࠕ

໬ࡢ㐍⾜ࢆぢᤣࠊࡘࡘ࠼௒⯡ࡢ᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕ࡢ࡬ᑐᛂࡾࡼ࡟㢧ᅾ໬ࡓࡋᆅᇦ་⒪

ࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀ࡜ࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆ་⒪యไ࡞㧗⋡ⓗࡢ㉁ࡓࡌᛂ࡟ᐇ᝟ࡢᆅᇦࠊࡵྵࢆㄢ㢟ࡢ࡬

 ࠋࡍ
࿴ḷᒣ┴࡛ࡶᆅᇦໟᣓ࣒ࢸࢫࢩ࢔ࢣᵓ⠏ࡀ᥎㐍ࠕࠊ࠿࡞ࡿࢀࡉ⑓㝔᏶⤖ᆺ་⒪ࠖࠕࡽ࠿ᆅᇦ᏶

⤖ᆺ་⒪ࠖࡢ࡬㌿᥮ࡀ㐍ࡳ┳ㆤ⫋ࡢά㌍ࡢሙࡣᣑ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡗࡀሙࡶ࡚࠸࠾࡟┳

ㆤ⫋ࡣ,㐺ษ࡞ಖ೺࣭་⒪࣭⚟♴ࢆᥦ౪ࠊࡋேࡢࠎ⏕άࡢ㉁ࡀ㧗࡟࠺ࡼࡿࡲᶵ⬟ࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

 ࠋࢇࡏࡲ
┴Ẹㄡࠕࠊࡀࡶఫࡓࢀ័ࡳᆅᇦ࡛Ᏻᚰ࡚ࡋ㐺ษ࡞་⒪ࡿࢀࡽࡅཷࢆ♫఍ ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࠖࢆ

┳ㆤ⫋ࢆ㍈ࡓࡋ࡜ከ⫋✀㐃ᦠࠊࡀ௒ᚋࡍࡲࡍࡲᚲせࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗ࡞࡟ 
� ࿴ḷᒣ┴┳ㆤ༠఍ࡸ≦⌧࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ㄢ㢟࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆㄆ㆑ࠊࡋᐃḰ 4 ᮲ࡗࡑ࡟

�࡚ࡋᣦ┠ࢆࠖ⌧ᐇࡢά⏕࡞೺ᗣࡢẸ┴ࠕࡿ࠶ᛕ࡛⌮ࡢᮏ༠఍ࠊ࡚ ձ┳ㆤࡢ㉁ࠊୖྥࡢղ┳ㆤ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡆᥖ࡟౑࿨ࢆ㛤Ⓨ࣭ᒎ㛤ࡢճ┳ㆤ㡿ᇦࠊࡾࡃቃ࡙⎔ࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁാ࡜ࡁ࠸ࡁ࠸ࡀ⫋
௒ᖺᗘࠊࡶබ┈♫ᅋἲேࠊ࡚ࡋ࡜඲࡚ࡢ┴Ẹࡢᮇᚅ࡟ᛂࡿࢀࡽࡌ┳ㆤࡢᐇ⌧ࠊ࡚ࡋࡊࡵࢆ┳ 

ㆤ⫋ࡢ⫱ᡂཬࡧ㉁ⓗྥୖࠊேᮦ☜ಖࡢᐇ⌧࡚ࡋࡊࡵࢆ౑࿨࣭άື⌮ᛕࢆ㍈ࠊ࡟ḟࡢ㸴㡯┠ࢆ㔜

Ⅼ஦ᴗ࡚ࡋ࡜ᥖࠊࡆάືࢆᒎ㛤ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋ 
  
㸯㸬┳ㆤᐇ㊶⬟ຊཬࡧᑓ㛛ᛶࡢᙉ໬ 
㸰㸬ാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⎔ቃ࡙࡜ࡾࡃேᮦ☜ಖᐃ╔ࡢ᥎㐍 
㸱㸬┴Ẹࡢ೺ᗣ࡞⏕άࡢᐇ⌧ࡢ᥎㐍 
㸲㸬ᆅᇦໟᣓࡢ࣒ࢸࢫࢩ࢔ࢣᵓ⠏࡜᥎㐍 
㸳㸬ಖ೺ᖌάືࡢయไᩚഛ࡜ᶵ⬟ᙉ໬ 
㸴㸬ຓ⏘ᐇ㊶⬟ຊᙉ໬ࡢࡑ࡜యไᩚഛ 
 

 
㔜㔜ⅬⅬ஦஦ᴗᴗ  
㸯㸯㸬㸬┳┳ㆤㆤᐇᐇ㊶㊶⬟⬟ຊຊཬཬࡧࡧᑓᑓ㛛㛛ᛶᛶࡢࡢᙉᙉ໬໬  
� ┳ㆤ⫋ࠊࡣ⏕ᾭࡾࡓࢃ࡟⮬ᕫࡢ⬟ຊ㛤Ⓨ࡟ດࠊࡵ┳ㆤࡢ㉁ࢆୖྥࡢᅗࡀ࡜ࡇࡿ㈐ົ࡛ࠋࡍ 

┳ㆤᑓ㛛⫋⬟ᅋయࡢ࡚ࡋ࡜ᙺ๭ࠊ࡚ࡋ࡜⏕ᾭᩍ⫱ࢆᨭ᥼ࠊࡋ┳ㆤࡢ㉁ࢆୖྥࡢᅗࠊࡣ࡜ࡇࡿ

༠఍஦ᴗࡢᰕ࡛ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ 
௒ᖺᗘࠊࡶ┳ㆤ⫋୍ேࡀࡾ࡜ࡦ⮬ᕫ◊㛑࡚ࡋ┳ㆤࡢຊࢆⓎ᥹࡛ࠊ࠺ࡼࡿࡁᩍ⫱ィ⏬࡟ᇶ࡙࠸

࡚᪂ே┳ㆤ⫋ဨ◊ಟࠊࡵࡌࡣࢆ┳ㆤ⫋࢔ࣜࣕ࢟ࡢ㛤Ⓨᨭ᥼ࢆ᥎㐍ࠊࡋ┳ㆤᐇ㊶⬟ຊࡢᙉ໬࡟ດ

 ࠋࡍࡲࡵ
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㸰㸰㸬㸬ാാࡿࡿࢀࢀࡽࡽࡅࡅ⥆⥆ࡁࡁ⎔⎔ቃቃ࡙࡙࡜࡜ࡾࡾࡃࡃேேᮦᮦ☜☜ಖಖᐃᐃ╔╔ࡢࡢ᥎᥎㐍㐍  
ᅋሢࡢୡ௦ࡀᚋᮇ㧗㱋⪅ࡿ࡞࡜ 2025 ᖺࠊࡅྥ࡟⏕ᾭࡿࡓࢃ࡟ά㌍ࡀᮇᚅࡿࢀࡉ᫬௦ࡾ࡞࡜

ேᮦ☜ಖࡣႚ⥭ࡢㄢ㢟࡛ࠋࡍ 
ᆅࠕࡽ࠿⑓㝔᏶⤖ᆺࠖࠕࠊ࡚ࡋ࡜⟇ᑐࡢ࡬㉸㧗㱋♫఍ࡢࡽ࠿ࢀࡇࠊࡣ་⒪ᥦ౪యไࡿࡅ࠾࡟ᅜࡀࢃ

ᇦ᏶⤖ᆺࠖ࡜࡬㌿᥮ࡀ㐍ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ㉸㧗㱋♫఍࡛ࡣ�⑓Ẽ࡟ࡶ࡜࡜ᬽࡍࡽேࢆ�ᆅᇦ࡛ᨭࡇࡿ࠼

�201ࠊ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋᑐᛂ࡟ኚ໬ࡢ఍♫࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࡞࡟࡜ ᖺ᪥ᮏ┳ㆤ༠఍ࠕࠊࡣ┳ㆤ⫋ࡢ

೺ᗣ࡜Ᏻ඲࡟㓄៖ࡓࡋປാᏳ඲⾨⏕ࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞㹼ࢫ࢖ࣞࣉࢡ࣮࣮࣡ࢩࣝ࣊㸦೺ᗣ࡛Ᏻ඲࡞⫋ሙࢆ

ࡵࡓࡿࡅ⥆ࡁാࡃ㛗ࡏࡉ⌧ᐇࢆㄪ࿴࠸Ⰻࡢࢫࣥࣛࣂ࡜௙஦ࡀ⫋ㆤ┳ࠋࡓࡋࡲࡋ⾲බࢆ㸧㹼࡚ࡋࡊࡵ

  ࠋࡍࡲࡵ㐍ࢆᬑཬࡋᨭ᥼ࢆࡾࡃሙ࡙⫋ࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁാࠋࡍᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡁ㑅ᢥ࡛ࢆ᪉ࡁാࠊࡣ࡟
ࡢࢫ࣮ࢼࠕࡋ㐃ᦠ࡜ࢡ࣮࣮࣡ࣟࣁࠊࢆᑵປ┦ㄯ࡜㐍ಁࡢᒆฟࡢ⪅⫋㞳ࠊሙᡤ࡛࡞㌟㏆ࠊࡓࡲ

࡜ᣐⅬྜ⥲ࡢ╔ಖ࣭ᐃ☜ࡢ⫋ㆤ┳ࢆ࣮ࢱࣥࢭࢫ࣮ࢼࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ᭶㸲ᅇ㛤ദࢆ௙஦┦ㄯࠖ࠾

ᒆ࡟࣮ࢱࣥࢭࢫ࣮ࢼ┴㒔㐨ᗓ࡟㝿ࡢ➼⫋㞳ࡀ⫋ㆤ┳ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡗᅗࢆᙺ๭ࡢ࡚ࡋ

ฟࡢ࡜ࡇࡿ᥎㐍࡟ດࠋࡍࡲࡵ 
௒ᚋࡶ┳ㆤ⫋ࡢാࡃ⎔ቃࡀᨵၿ࡛ࠊ࠺ࡼࡿࡁ⾜ᨻࠊປാᒁྛࠊ➼ࢡ࣮࣮࣡ࣟࣁࠊ㛵ಀᅋయ࡜

㐃ᦠࢆᙉ໬ࠊ࡚ࡋാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⎔ቃ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍࡟ດࠋࡍࡲࡵ 
  
㸱㸱㸬㸬┴┴ẸẸࡢࡢ೺೺ᗣᗣ࡞࡞⏕⏕άάࡢࡢᐇᐇ⌧⌧ࡢࡢ᥎᥎㐍㐍  

┳ㆤ◊ಟࢆ࣮ࢱࣥࢭᣐⅬࠕ࡟┴Ẹࡢ೺ᗣ࡞⏕άࠖࡢᐇ⌧ࠊ࡚ࡅྥ࡟┳ㆤ㐌㛫ࡸ⪁ே᭶㛫ࡲࠕࠊ

ᆅ༊ᨭࠊࡾᅗࢆ㐃ᦠ࡜ᆅ༊ᨭ㒊ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡵດ࡟೺ᗣቑ㐍ࡢẸ┴ࠊࡋ㛤ദࢆ➼ಖ೺ᐊࠖࡢࡕ

㒊άືࢆᨭ᥼ࡋ✚ᴟⓗ࡟᥎㐍ྠࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋ᫬ࠊ࡟࿴ḷᒣ┴┳ㆤ༠఍ࡢ࡬⌮ゎ࡚ࡵ῝ࢆ㡬

 ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵດ࡟᝟ሗⓎಙ࡚࠼ᤊࢆᶵ఍࡞ࠎᵝࠊ࡟ࡵࡓࡃ
௒ᖺᗘࠊࡶ⾜ᨻࡸ㛵㐃ᅋయ࡜㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋ஦ᴗࢆ᥎㐍ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋ 

�  
㸲㸲㸬㸬ᆅᆅᇦᇦໟໟᣓᣓࡢࡢ࣒࣒ࢸࢸࢫࢫࢩࢩ࢔࢔ࢣࢣᵓɔ⠏⠏࡜࡜᥎᥎㐍㐍  
� ᑡᏊ㧗㱋໬ࡀ㐍ࡴ୰ࠕࠊ἞ࡍ་⒪ࠖࠕࡽ࠿἞ࡋᨭࡿ࠼་⒪ࠖࡾ࠾࡚ࡋ⾜⛣࡜࡬┳ㆤ⫋ࡢᙺ๭

௓ㆤ࣭⚟♴᪋ࠊࡾࡼ࡟➼ቑຍࡢ⪅ㄆ▱⑕ࡸ⪅せ௓ㆤ㧗㱋ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡗࢃኚࡃࡁ኱ࡶ

タࡸᅾᏯ⒪㣴ࡢሙࡿࡅ࠾࡟┳ㆤ⫋ࡢ࡬ᮇᚅ࡟ࡽࡉࡶ኱ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡁ 
࿴ḷᒣ┴ࠊࡣ㧗㱋໬ࡶ඲ᅜୖࢆᅇ࡛ࡉ㏿ࡿ㐍⾜ࠊࡋ௧࿴�ᖺ1᭶1᪥⌧ᅾ඲ᅜ➨�఩࡛㉸㧗㱋

♫఍ࢆ㏄ࠋࡍࡲ࠸࡚࠼ 
� ┳ㆤ༠఍࡛ࠊࡣᅾᏯ㡿ᇦࠊࡸࡾࡃ࡙ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢேᮦࡢ☜ಖ࣭⫱ᡂཬࡧ┳ㆤࡢ㉁ྥୖྥ࡟

㏥㝔ᨭ᥼┳ㆤᖌ◊ಟࠕ࡚ࡋ࡜ク஦ᴗཷࡢ┴࿴ḷᒣ࡚ࡅ ゼၥ┳ㆤධ㛛◊ಟࠕࠊࠖ ಖ೺ᖌ◊ಟࠕࠊࠖ

㸦୰ሀᮇ㸧ࠕㄆ▱⑕ᑐᛂຊ◊ಟࠖࠖ  ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋᐇ᪋ࢆ
� ௒ᖺᗘࡶ┳ㆤᖌ⫋⬟ጤဨ఍Ϩ㸦⑓㝔㡿ᇦ㸧㸪ϩ㸦ᅾᏯ㡿ᇦ㸧ࠊ࿴ḷᒣ┴ゼၥ┳ㆤࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ

㐃⤡༠㆟఍ࠊ⾜ᨻཬࡧ㛵ಀᶵ㛵➼࡜㐃ᦠࡽࡀ࡞ࡋᅾᏯ┳ㆤࠊ௓ㆤ᪋タࡢ┳ㆤࡢᶵ⬟ࢆᙉ໬ࠊࡋ

⒪㣴ࢆᨭࡿ࠼ゼၥ┳ㆤ࣭௓ㆤ㡿ᇦࡿࡅ࠾࡟┳ㆤࡢ㉁ୖྥࡢ୪࡟ࡧேᮦ☜ಖ࡟ດࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ

 ࠋࡍ
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㸳㸳㸬㸬ಖಖ೺೺ᖌᖌάάືືࡢࡢయయไไᩚᩚഛഛ࡜࡜ᶵƫ⬟⬟ᙉᙉ໬໬  
� ಖ೺ᖌࡣಶேཬࡧᆅᇦ඲యࡢ೺ᗣቑ㐍ࡸ⑌⑓ண㜵ࢆᅗࠊࡵࡓࡿᖹᡂ 25 ᖺ 4 ᭶ࡓࢀࡉ♧࡟ಖ

೺ᖌάືᣦ㔪࡟ᇶ࡙ࡁಖ೺άືࢆ᥎㐍ࡃ࠸࡚ࡋᙺ๭ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ 
⏕ά⩦័⑓ண㜵ࡸ㌟యᶵ⬟ࡢ⥔ᣢྥୖࢆᅗࠊࡾ೺ᗣᑑ࿨ࡢᘏఙࠊࡸࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡅྥ࡟ఫ័ࡳ

 ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋ᥎㐍ࢆ࣒ࢸࢫࢩ࢔ࢣᆅᇦໟᣓࡿࡅ࠸࡚ࡋࡽᬽࡃࡋࡽேࡢࡑᆅᇦ࡛ࡓࢀ
� ಖ೺ᖌ⫋⬟ጤဨ఍࡛ࢆࡽࢀࡇࠊࡣᐇ⌧ࠊ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ௒ᖺᗘࠊࡶ࡚࠸࠾࡟⫋⬟㞟఍ࠊಖ೺

ᖌ஺ὶ఍➼ࢆᐇ᪋ࠊࡋಖ೺ᖌࡢᑓ㛛ⓗ࡞▱㆑ࡸᢏ⾡ୖྥࡢ㸪ಖ೺་⒪⚟♴௓ㆤ➼ࡢ㔜ᒙⓗ㐃ᦠ

యไࡢᵓ⠏ࠊࡳ⤌ࡾྲྀ࡟ಖ೺ᖌ⫋⬟ࡢ⤌⧊ຊ࡟ࣉࢵ࢔ດࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ 
 
㸴㸴㸬㸬ຓຓ⏘⏘ᐇᐇ㊶㊶⬟⬟ຊຊᙉᙉ໬໬ࡢࡢࡑࡑ࡜࡜యయไไᩚᩚഛഛ 

ຓ⏘⩦⇍ẁ㝵㸦࣮ࢲࣛࣝ࢝ࢽࣜࢡ㸸&/R&0L3㸧࡟ᇶ࡙ࡁຓ⏘ᐇ㊶⬟ຊᙉ໬ᨭ᥼ࠊࡵࡓࡢ◊ಟ

఍ࢆ௻⏬㐠Ⴀࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡋ 
་ྛࠊ᥎㐍ࡢ㐃ᦠయไࡢ࡜ᆅᇦࠊࡵࡓࡿᅗࢆዷፎ࣭ฟ⏘࣭Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼࠸࡞ࡢ┠ࢀษࠊ࡚ࡋࡑ

⒪ᶵ㛵ࠕࡿࡅ࠾࡟ẕᏊࡢࡵࡓࡢᆅᇦໟᣓ࢔ࢣ⑓Ჷࠖࡢ㛤タ࣭㐠Ⴀࡀ᥎㐍࠺ࡼࡿࢀࡉ᝟ሗᥦ౪࡟

ດࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ 
㐃ᦠయไᩚ࡜ᙉ໬ࡢᑓ㛛ᛶࠊࡋ⥆⥅ࢆ➼ຓ⏘ᖌ◊ಟ఍ࠊ㞟఍⬟⫋ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟௒ᖺᗘࠊࡓࡲ

ഛ࡟ດࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

─ 45 ─



1 
 

令令和和 �� 年年度度�� 事事業業計計画画�� ��
� � � � � � � � � � � � � � � � �  
事業計画は、定款４条の６つの事業に沿って掲載 
（１）看護教育及び学会等学術振興に関する事業 
（２）看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業 
（３）看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善等に関する事業 
（４）地域ケアサービスの推進に関する事業 
（５）日本看護協会との協力及び連携に関する事業 
（６）その他本会の目的達成のために必要な事業 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ・二重下線は重点事業 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  ・下線は新規事業 

 
ⅠⅠ．．看看護護教教育育及及びび学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業 

１１．． 看看護護教教育育にに関関すするる事事業業  
１） 教育計画の企画・実施・評価� （日本看護協会の研修分類で表示する） 

 分類 内容 

1 「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質

の高い看護の普及に向けた継続教育 

1)新たな社会ニーズに対応する能力支援のための研修 

2)政策提言に向けた研修� 3)診療報酬に関連した研修 

2 ラダーと連動した継続教育 1) 「 助 産 実 践 能 力 習 熟段 階 ( ク リニ カ ル ラ ダー ) 」

(CLoCMiP○R )� 2)「看護師のクリニカルラダー(日本看護協

会版)」(JNA ラダー) 

3 看護管理者が地域包括ケアシステムを

推進するための力量形成に向けた継続

教育 

1)看護管理者を対象とした研修� 2)認定看護管理者を対象

とした研修� 3)これからの看護管理者を担う人々を対象と

した研修 

4 専門能力開発を支援する教育体制の充

実に向けた継続教育 

1)施設内教育における JNA ラダー活用のための研修 

2)都道府県看護協会の教育担当者・教育委員対象研修 

5 資格認定教育 1)認定看護管理者教育課程� 2)認定看護師教育課程 

 
分類１：「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育 

（１）県受託事業� 9 コース 
病院勤務以外の看護師等に対する認知症対応力向上研修（県受託事業） 

（２）各職能委員会研修会� 12 コース 
分類２：ラダーと連動した継続教育 

（１）新人教育�   5 コース� � � � � � � � � � � �  
（２）ジェネラリストを育成する教育� � 34 コース（医療安全・災害看護を含む） 

分類３：看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育 
（１）管理者を育成する教育� � 8 コース 
（２）認定看護管理者交流会 
（３）「看護管理」に関する出前講座�  

分類４：専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育 

令和 4 年度　事業計画
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（１）和ḷᒣ県保健師助産師看護師実習ᣦᑟ者講習会開ദ（県受託事業）�  
（２）新人看護職員実地ᣦᑟ者研修（県受託事業） 
（３）JNA ラダー活用のための研修会 
（４）認定看護師࢛ࣟࣇーアࣉࢵ研修会 

分類５：資格認定教育 
 ル教育課程࣋ーストࣞ࢓ࣇ（１）
 ル教育課程࣋ࣞࢻカࣥࢭ（２）
（３）認定看護管理者教育課程ࢭカࣥ࣋ࣞࢻル修஢者の看護管理実践報࿌会 

� � � � その他：日本看護協会୺ദ� 医療安全管理者㣴成研修 
 

２２．．学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業  
１）令和 4 年度和ḷᒣ県看護研究学会� � � � � � � 開ദ日：令和 5 年 2 ᭶ 4 日（ᅵ） 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 開ദሙᡤ：看護研修ࢱࣥࢭー 

 
３３．．ᅗᅗ᭩᭩ᐊᐊのの㐠㐠ႠႠにに関関すするる事事業業  

１）ᅗ᭩・㞧ㄅ等の㉎ධ及びᅗ᭩฼用の促進 
� � ⌧ሙの≧ἣに応ࡌたᅗ᭩㉎ධをண定する� � � � �  

�  � ２）᭱新看護⣴ᘬ web ᶵ関版の฼用促進 
�  � ３）「医୰ㄅ」の฼用促進� � � � �  
� � � � � � � � � � � � �  

４４．．災災害害᫬᫬のの看看護護支支援援活活動動事事業業  
１）災害支援ࢼースの育成及びⓏ㘓の推進 

� � （１）災害看護に関する研修 
� � （２）災害支援ࢼースのⓏ㘓推進 
� � （３）災害支援ࢼースの活動支援 
    （４）災害看護࣐ニࣗアルの改ゞ 
� ２）災害支援ࢼースὴ㐵調ᩚカ⦎ 

� � ３）㏆␥地༊看護協会災害支援に関しての会㆟࡬のཧ画 
４）和ḷᒣ県・ᕷ等⾜政との連携 

（１）地域災害支援看護師㣴成研修事業� （県受託事業） 
� � � � （２）和ḷᒣ県・ᕷ等࡬の㜵災会㆟࡬のཧ画 
� � � � （３）和ḷᒣ県・ᕷ等࡬の災害医療対策会㆟࡬のཧ画 
� � � ５）和ḷᒣ県看護協会内の災害対策࣐ニࣗアルస成 

 
５５．．医医療療安安全全のの推推進進にに関関すするる事事業業  

�  � １）医療安全に関する研修 
医療安全に関する研修と医療安全管理者㣴成研修修஢者࢛ࣟࣇーアࣉࢵ研修 
日本看護協会୺ദの医療安全管理者㣴成研修（෌掲） 

�  � ２）医療施設の医療安全᝟報を࣍ーム࣌ージに掲載�  
�  � ３）医療安全に関する┦ㄯ対応・᝟報提౪ 
� �    （１）㯮₻に掲載「医療安全ᩘ⌔つなࡂ」� �  
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ϩϩ．．看看護護職職のの労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業  
１１．．労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にに関関すするる事事業業  

��     １）就業促進事業 
� �  �  ー࣡ークとの連携ࣟࣁ（１）

ձࢼースࢱࣥࢭー� サテラ࢖ト開設（県受託事業） 

（和ḷᒣ・⏣㎶）� � ẖ᭶各 2 ᅇ 
ղࢼースࢱࣥࢭー・ࣟࣁー࣡ーク連携事業 

（２）看護職等の㞳職᫬のᒆけ出に関すること（と࡝けるࢇ） 
�ク事業ࣥࣂースࢼ（３）  

ձࢼースࢱࣥࢭーࡔよࡾ� （年 4 ᅇ） 
ղ就職ㄝ᫂会�  
ճ「e  ー」ồ職者新規Ⓩ㘓ࢱࣥࢭースࢼ
մ「e  ー」ồ人施設ูⓏ㘓ࢱࣥࢭースࢼ

（４）施設ู・㞠用形ែู就業者ᩘ 
 ー事業推進委員会ࢱࣥࢭースࢼ（５）

�   � �  ・෌就業促進研修（ࢼースの㍤ࡃ人生応援交流会）（県受託事業） 
（６）施設ゼၥの実施 

� �    �  �  㞳職㜵Ṇ対策事業 
� � � � �  「ཱྀ❆ース┦ㄯࢼ」・ 

�    � ２）看護職の健康管理 
（１）看護職の࣓ࣥࢱルサ࣏ート�  

� � （２）看護職のႚ↮ၥ㢟に関すること 
�     � ３）₯ᅾ看護職員᚟職支援ᙉ໬研修事業 

� � � �（ー࣡ークとの連携ࣟࣁ）ースのお௙事┦ㄯࢼ（１）        
（２）₯ᅾ看護職員᚟職支援研修（県受託事業） 

⣖໭、⣖༡ 
（３）᥇⾑ᢏ術₇習� （➨１・➨３ᮌ᭙日） 

４）和ḷᒣ県医療勤務環境改善支援ࢱࣥࢭー㐠Ⴀ協㆟会等࡬のཧ画 
５）看護職の働ࡁ᪉改㠉の推進 

� � � � �  ースの活㌍促進ࢼࢼࢳラࣉ
 

２２．．新新ᆺᆺココࣟࣟ࢖࢖࢘࢘ࢼࢼルルススឤឤᰁᰁ症症対対策策事事業業関関係係  
� � １）新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症に係る保健ᡤ体制ᙉ໬のための保健ᡤ支援業務 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � （県受託事業） 
� � ２）ཌ生労働┬新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員等の人ᮦ☜保事業における 

（１）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応₯ᅾ看護職研修事業」�  
� � � （２）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員㞳職㜵Ṇ┦ㄯ事業」 

（３）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員等人ᮦ調ᩚ事業� ᗈ域人ᮦ調ᩚ事業」 
（日看協受託事業） 

� � � � � � � � � � � � � � � � � �  
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ϩϩ．．看看護護職職のの労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業  
１１．．労労働働環環境境等等のの改改善善及及びび就就業業促促進進にに関関すするる事事業業  

��     １）就業促進事業 
� �  �  ー࣡ークとの連携ࣟࣁ（１）

ձࢼースࢱࣥࢭー� サテラ࢖ト開設（県受託事業） 

（和ḷᒣ・⏣㎶）� � ẖ᭶各 2 ᅇ 
ղࢼースࢱࣥࢭー・ࣟࣁー࣡ーク連携事業 

（２）看護職等の㞳職᫬のᒆけ出に関すること（と࡝けるࢇ） 
�ク事業ࣥࣂースࢼ（３）  

ձࢼースࢱࣥࢭーࡔよࡾ� （年 4 ᅇ） 
ղ就職ㄝ᫂会�  
ճ「e  ー」ồ職者新規Ⓩ㘓ࢱࣥࢭースࢼ
մ「e  ー」ồ人施設ูⓏ㘓ࢱࣥࢭースࢼ

（４）施設ู・㞠用形ែู就業者ᩘ 
 ー事業推進委員会ࢱࣥࢭースࢼ（５）

�   � �  ・෌就業促進研修（ࢼースの㍤ࡃ人生応援交流会）（県受託事業） 
（６）施設ゼၥの実施 

� �    �  �  㞳職㜵Ṇ対策事業 
� � � � �  「ཱྀ❆ース┦ㄯࢼ」・ 

�    � ２）看護職の健康管理 
（１）看護職の࣓ࣥࢱルサ࣏ート�  

� � （２）看護職のႚ↮ၥ㢟に関すること 
�     � ３）₯ᅾ看護職員᚟職支援ᙉ໬研修事業 

� � � �（ー࣡ークとの連携ࣟࣁ）ースのお௙事┦ㄯࢼ（１）        
（２）₯ᅾ看護職員᚟職支援研修（県受託事業） 

⣖໭、⣖༡ 
（３）᥇⾑ᢏ術₇習� （➨１・➨３ᮌ᭙日） 

４）和ḷᒣ県医療勤務環境改善支援ࢱࣥࢭー㐠Ⴀ協㆟会等࡬のཧ画 
５）看護職の働ࡁ᪉改㠉の推進 

� � � � �  ースの活㌍促進ࢼࢼࢳラࣉ
 

２２．．新新ᆺᆺココࣟࣟ࢖࢖࢘࢘ࢼࢼルルススឤឤᰁᰁ症症対対策策事事業業関関係係  
� � １）新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症に係る保健ᡤ体制ᙉ໬のための保健ᡤ支援業務 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � （県受託事業） 
� � ２）ཌ生労働┬新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員等の人ᮦ☜保事業における 

（１）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応₯ᅾ看護職研修事業」�  
� � � （２）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員㞳職㜵Ṇ┦ㄯ事業」 

（３）「新ᆺコࣟ࢖࢘ࢼルスឤᰁ症対応看護職員等人ᮦ調ᩚ事業� ᗈ域人ᮦ調ᩚ事業」 
（日看協受託事業） 

� � � � � � � � � � � � � � � � � �  
4 

 

ϪϪ．．看看護護にに係係るる調調査査及及びび研研究究並並びびにに看看護護業業務務及及びび看看護護制制度度のの改改善善等等にに関関すするる事事業業  
� １１．．୕୕職職能能ྜྜྠྠ活活動動  

１）研修会� � 令和 4 年 9 ᭶ 10 日（ᅵ）10:00㹼16:00� �  
� � � � テー࣐：地域ඹ生社会実⌧にむけて�  
� �   � 講  師：� 㔠ᕝ� めぐࡳẶ（和ḷᒣ኱学� ⤒῭学㒊� 教ᤵ） 

シ࣏ࣥジ࢘ム：各職能から� � � � � � � � � � �  
 

２２．．保保健健師師職職能能委委員員会会活活動動  
�  １）職能㞟会� � �  

    ２）保健師交流会�  
�   ３）⤌⧊ᙉ໬࡬の対策 

（１）「保健師職能ࡔよࡾ」発⾜� �  
４）保健師活動ᣦ㔪の普及・活用 

 
� ３３．．助助産産師師職職能能委委員員会会活活動動 

１）助産師研修会�  
２）職能㞟会� � �  
３）助産師交流会�  
� � �   

� ４４̺̺11．．看看護護師師職職能能委委員員会会ⅠⅠ活活動動 
� � １）病院㡿域における看護師の質向上のための研修会等の企画・実施 
� �   （１）研修会の開ദ�  

ձ ෸看護師交流会 
テー࣐：医療安全と೔理 

ղ ⏨ᛶ看護師交流会 
テー࣐：⏨ᛶ看護師の労務管理 

ճ 看護管理者研修 
� � ２）看護職の交流を㏻して᝟報交᥮し、看護職の活ᛶ໬をᅗる 

４４̺̺２２．．看看護護師師職職能能委委員員会会ϩϩ活活動動  
� １）௓護・福祉施設・ᅾᏯ㡿域（診療ᡤࡶ含む）の看護の質の向上と連携について 

ձ看護師職能ϩ研修会� �  
テー࣐：QOD ク࢜リテࢹ・ࣈ࢜・࢕ス� 㹼生ࡁることを支࠼る看護を⪃࠼る㹼 

� � ２）地域包括ケアシステムの推進に向けたネࢵト࣡ーク࡙ࡾࡃについて 
� � � � � ձゼၥ看護連⤡協㆟会とのྜྠ研修会 
� � � � � テー࣐：看護をつなぐ 
� � � � � � � � � 㹼安ᚰして療㣴生活を続けるための連携のᅾࡾ᪉㹼� �  

� �  � ղ高㱋者ケア施設看護師交流会� �  
� � � � � テー࣐：看護ϩ㡿域での BCP స成について�  

㹼地域での連携のᅾࡾ᪉について⪃࠼る㹼 
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� ϫϫ．．地地域域ケケアアササーービビススのの推推進進にに関関すするる事事業業 
�� １１．．看看護護ののᚰᚰ普普及及ၨၨ発発事事業業  
�� �� �の保健ᐊの開ദࡕࡲ（１  
� � � �の保健ᐊࡕࡲ（１） �  

ሙᡤ：スーࣃーࢱࣥࢭー࢜ーク࣡ࣥࢭトラルシテ࢕ー和ḷᒣᗑ� 4 ᅇ�  
� � � （２）高ᰯ生・▷኱生࡬の健康ࢳェࢵク 
� � ２）看護㐌㛫事業�  
� � � � �い看護体㦂࠶れࡩ・ � �  

・8 地༊支㒊での 1 日ࡕࡲの保健ᐊ� � � � � � �  
� � � � ・看護の日のグᛕ⾜事（ࢼースࣇ࢖ࢹェスࢱ� 和ḷᒣ）令和 4 年 5 ᭶ 7 日（ᅵ） 
� � ３）看護学生࡬の進㊰┦ㄯ�  
� � ４）看護の「出前ᤵ業」 
� � ５）⪁人看護᭶㛫⾜事（8 地༊支㒊で実施） 
� � � � ・「出前健康ࢳェࢵク」等 
 
ϬϬ．．日日本本看看護護協協会会ととのの協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業  
�� １１．．日日本本看看護護協協会会ととのの連連携携  
�� �� １）日本看護協会୺ദの会㆟ 
� � （１）㏻ᖖ⥲会（ᖥᙇ࣓ࢭࢵ）� � 令和 4 年 6 ᭶ 8 日（Ỉ） 
          全ᅜ職能交流㞟会（ᖥᙇ࣓ࢭࢵ） 
� � （２）理事会� � 年 6 ᅇ� �  

（３）全ᅜ職能委員㛗会� �  
� � （４）全ᅜἲ人会員会� � �   
� � （５）地༊ูἲ人会員会（ி都）� 令和 4 年 10 ᭶ 17 日（᭶） 
� � � � � 地༊ู職能委員㛗会�   

（６）各担当者会㆟ 
� � ・都道府県看護協会政策㈐௵者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � � 9/29 
� � ・都道府県看護協会看護労働担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � 5/19 
� � ・都道府県看護協会会員᝟報管理᝟報交᥮会� � � � � � � � � � � � � � 9/ 7 
� � ・都道府県看護協会・都道府県ゼၥ看護連⤡協㆟会ྜྠ会㆟� � � � � � � 11/18  
� � �ー事業担当者会㆟ࢱࣥࢭースࢼ・ � � � � � � � � � � � � � � � � � � 5/20  
� � ・都道府県看護協会ᅗ᭩ᐊ担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 7 /21  
� � ・都道府県看護協会ᗈ報担当ᙺ員会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 11/10  
� � ・都道府県看護協会災害看護担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � �  
� � ・全ᅜ看護ᇶ♏教育担当ᙺ員会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � ・認定看護管理者教育ᶵ関担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 5/27  
� � ・ẕᏊのための地域包括ケアシステム推進会㆟� � � � � � � � � � � � � 7/27   
� � ・院内助産・助産師外᮶推進࢛ࣇーラム（௬）� � � � � � � � � � � � � 1/26 

� （㸵）2022 年度「看護師ᇶ♏教育を⪃࠼る会」� � � � � � � � � � � � � � � 8 ᭶ 
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� ϫϫ．．地地域域ケケアアササーービビススのの推推進進にに関関すするる事事業業 
�� １１．．看看護護ののᚰᚰ普普及及ၨၨ発発事事業業  
�� �� �の保健ᐊの開ദࡕࡲ（１  
� � � �の保健ᐊࡕࡲ（１） �  

ሙᡤ：スーࣃーࢱࣥࢭー࢜ーク࣡ࣥࢭトラルシテ࢕ー和ḷᒣᗑ� 4 ᅇ�  
� � � （２）高ᰯ生・▷኱生࡬の健康ࢳェࢵク 
� � ２）看護㐌㛫事業�  
� � � � �い看護体㦂࠶れࡩ・ � �  

・8 地༊支㒊での 1 日ࡕࡲの保健ᐊ� � � � � � �  
� � � � ・看護の日のグᛕ⾜事（ࢼースࣇ࢖ࢹェスࢱ� 和ḷᒣ）令和 4 年 5 ᭶ 7 日（ᅵ） 
� � ３）看護学生࡬の進㊰┦ㄯ�  
� � ４）看護の「出前ᤵ業」 
� � ５）⪁人看護᭶㛫⾜事（8 地༊支㒊で実施） 
� � � � ・「出前健康ࢳェࢵク」等 
 
ϬϬ．．日日本本看看護護協協会会ととのの協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業  
�� １１．．日日本本看看護護協協会会ととのの連連携携  
�� �� １）日本看護協会୺ദの会㆟ 
� � （１）㏻ᖖ⥲会（ᖥᙇ࣓ࢭࢵ）� � 令和 4 年 6 ᭶ 8 日（Ỉ） 
          全ᅜ職能交流㞟会（ᖥᙇ࣓ࢭࢵ） 
� � （２）理事会� � 年 6 ᅇ� �  

（３）全ᅜ職能委員㛗会� �  
� � （４）全ᅜἲ人会員会� � �   
� � （５）地༊ูἲ人会員会（ி都）� 令和 4 年 10 ᭶ 17 日（᭶） 
� � � � � 地༊ู職能委員㛗会�   

（６）各担当者会㆟ 
� � ・都道府県看護協会政策㈐௵者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � � 9/29 
� � ・都道府県看護協会看護労働担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � 5/19 
� � ・都道府県看護協会会員᝟報管理᝟報交᥮会� � � � � � � � � � � � � � 9/ 7 
� � ・都道府県看護協会・都道府県ゼၥ看護連⤡協㆟会ྜྠ会㆟� � � � � � � 11/18  
� � �ー事業担当者会㆟ࢱࣥࢭースࢼ・ � � � � � � � � � � � � � � � � � � 5/20  
� � ・都道府県看護協会ᅗ᭩ᐊ担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 7 /21  
� � ・都道府県看護協会ᗈ報担当ᙺ員会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 11/10  
� � ・都道府県看護協会災害看護担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � �  
� � ・全ᅜ看護ᇶ♏教育担当ᙺ員会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � ・認定看護管理者教育ᶵ関担当者会㆟� � � � � � � � � � � � � � � � � 5/27  
� � ・ẕᏊのための地域包括ケアシステム推進会㆟� � � � � � � � � � � � � 7/27   
� � ・院内助産・助産師外᮶推進࢛ࣇーラム（௬）� � � � � � � � � � � � � 1/26 

� （㸵）2022 年度「看護師ᇶ♏教育を⪃࠼る会」� � � � � � � � � � � � � � � 8 ᭶ 
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� ２２．．日日本本看看護護協協会会重重点点政政策策࡬࡬のの協協力力  
�� �� １）全ୡ௦の健康を支࠼る看護ᶵ能のᙉ໬�  
� � ２）専門職としてのࣕ࢟リア継続の支援 

３）地域における健康と療㣴を支࠼る看護職の⿢量発᥹ 
４）地域の健康༴ᶵ管理体制のᵓ⠏ 

 
ϭϭ．．そそのの他他本本会会目目的的達達成成ののたためめにに必必要要なな事事業業  
�� １１．．⤌⤌⧊⧊ᙉᙉ໬໬にに関関すするる事事業業  
�� �� １）会員ᩘの増ຍ・ᣑ኱ 
� �  ージの充実࣌ーム࣍（１）  
� �   （２）新人看護職員࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ� �  

（３）病院協会� 新人職員࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ�  
� �   （４）看護師等学ᰯ㣴成ᡤの⾜事࡬のཧຍ 
� �   （５）看護学ᰯ࡬のゼၥ 
� �   （６）各施設࡬のゼၥ 
�   ２）会員サービスの充実 
� �  ージ等での᝟報提౪࣌ーム࣍（１）  
� �   （２）会員からのၥいྜࡏࢃ・┦ㄯ対応 
� �   （３）会員の福฼ཌ生（表ᙲ・៞ᘫぢ⯙・災害ぢ⯙等） 

３）地域における看護職のネࢵト࣡ークᙉ໬事業（県看護協会の普及・ၨ発）� � � � �

 
２２．．෇෇⁥⁥なな⤌⤌⧊⧊㐠㐠ႠႠ  
�� １）ㅖ会㆟の開ദ 

�    （１）㏻ᖖ⥲会� � 令和 4 年 6 ᭶ 25 日（ᅵ）� ሙᡤ：和ḷᒣ県看護協会� ኱࣍ール�  
�    （２）理事会（年 6 ᅇ） 
�    （３）支㒊会㆟ 
�    （４）理事・各委員㛗ྜྠ会㆟（年 2 ᅇ） 
�    （５）௦㆟員研修会� � �   � �  
�    （６）┘査（年 2 ᅇ） 

（㸵）各委員会の開ദ 
�      � ձ各職能委員会 
� � � �    保健師職能委員会� �  
� � �    � 助産師職能委員会� �  
� � �    � 看護師職能委員会Ⅰ�  
� � � �    看護師職能委員会ϩ�  

ղᖖ௵委員会 
� � �    � 社会⤒῭福祉委員会�  

教育委員会� � � � �  
ᗈ報委員会� � � � �  
看護研究学会委員会�  
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医療安全対策委員会� �  
災害看護対策委員会� �  

� �      ճ≉ู委員会 
� � �   � �の保健ᐊ㐠Ⴀ委員会ࡕࡲ � �  
� � � � �ー事業推進委員会ࢱࣥࢭースࢼ    

認定看護管理者教育㐠Ⴀ委員会�  
認定看護師࢛ࣟࣇーアࣉࢵ委員会�  

� �     մその他� 委員会 
和ḷᒣ認定看護管理者会� �  

� � �   � 推⸀委員会� � �  
�   ２）ᗈ報 
�    （１）和ḷᒣ県看護協会会報「㯮₻」発⾜� 年 4 ᅇ 
� � � � �ࡾよࡔーࢱࣥࢭースࢼ    年 4 ᅇ（෌掲） 
�  ージの充実及び㜀ぴの推進࣌ーム࣍（２）   
 

３３．．認認定定看看護護管管理理者者にによよるる看看護護管管理理者者かかららのの┦┦ㄯㄯ❆❆ཱཱྀྀ  
� � ・「よࡎࢁ┦ㄯ」の᱌内 
 
４４．．政政策策࡬࡬ののཧཧ画画  
�� �� ・・⾜政ࡸ県㆟会等࡬の要ᮃ 
�� �� ・・和ḷᒣ県看護連┕との連携 
 
５５．．関関係係ᅋᅋ体体ඹඹྠྠ事事業業ཧཧຍຍ  

��       １）関係ᶵ関の委員会および協㆟会等࡬のཧ画 
�    ２）ᚋ援・協㈶౫㢗࡬の協力 
� � �  
 
� � �  
�    
  
��   
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提� 出� 議� 題�

第一号議案 令和‥� 年度役員及び推薦委員の選出について�

令和 � 年度公益社団法人日本看護協会代議員及び�

予備代議員の選出について�

第二号議案 令和‥� 年度決算報告並びに監査報告�

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59
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第一号議案

役員名 氏名 施設名 備考

会長 東　直子 看護協会 推薦委員会推薦

副会長 岡本　恭子 和歌山県立医科大学助産専攻科 推薦委員会推薦

副会長 竜田　登代美 東京医療保健大学和歌山看護学部 推薦委員会推薦

専務理事 岡室　優 看護協会 推薦委員会推薦

常任理事 松下　津也子 看護協会 推薦委員会推薦

地区理事(支部長兼任）
伊都地区

西　未知子 橋本市民病院 推薦委員会推薦

地区理事(支部長兼任）
那賀地区

稲垣　伊津穂 医療法人共栄会　名手病院 推薦委員会推薦

地区理事(支部長兼任）
有田地区

御前　有美 有田市立病院 推薦委員会推薦

地区理事(支部長兼任）
日高地区

小松　香世美 ひだか病院 推薦委員会推薦

地区理事(支部長兼任）
田辺地区

谷本　あけみ 田辺市役所 推薦委員会推薦

准看護師理事 嶋田　順子 済生会有田病院 推薦委員会推薦

監事 黒田　美也子 医療法人西村会　向陽病院 推薦委員会推薦

氏名 施設名 備考

推薦委員 日裏　明美 那賀振興局健康福祉部（岩出保健所） 推薦委員会推薦

推薦委員 平井　佳津 有田振興局健康福祉部（湯浅保健所） 推薦委員会推薦

推薦委員 大川　知子 和歌山労災病院 推薦委員会推薦

推薦委員 寺本　りか 紀南病院 推薦委員会推薦

推薦委員 柴田　かおり 医療法人共栄会　名手病院 推薦委員会推薦

推薦委員 坂井　多恵子 那智勝浦町立温泉病院 推薦委員会推薦

推薦委員 有本　大 あうる訪問看護ステーション 推薦委員会推薦

推薦委員 木村　公美
社会医療法人黎明会 訪問看護ｽﾃｰ
ｼｮﾝ・ｷﾀﾃﾞ

推薦委員会推薦

令和4年度　役員及び推薦委員の選任について

改選役員候補者一覧

推薦委員候補者一覧　

議決事項

第一号議案

令和 4 年度　役員及び推薦委員の選任について
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⫋✀ 氏名 施設名

保健師 谷本　あけみ 田辺市役所

助産師 ཎ田　ຍ代　 紀南病院

和歌山地区（看護師） ᱓ཎ　༓ᬗ 医療法人᭖会　和歌浦୰ኸ病院

有田地区（看護師） 御前　有美 有田市立病院

那賀地区（看護師） 稲垣伊津穂 医療法人共栄会　名手病院

准看護師 橋∎　䜖り 有田市立病院

⫋✀ 氏名 施設名

保健師 竜田　登代美 東京医療保健大学和歌山看護学部

助産師 岡本　恭子 和歌山県立医科大学助産専攻科

和歌山地区（看護師） 木村　和美 和歌山県立医科大学㝃ᒓ病院

看護師 東　るみ子 社会医療法人黎明会　໭出病院

看護師 ໭垣　㑳子 和歌山県立䛣䛣䜝の医療䝉ン䝍ー

准看護師 嶋田　順子 済生会有田病院

令和㻡年度　ண備代議員推薦者名⡙

令和㻡年度　代議員推薦者名⡙
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〒642-0017  和歌山県海南市南赤坂17番地
TEL : 073（483）1005　FAX : 073（483）1266
URL : https://www.wakayama-kangokyokai.or.jp


